『左傳』における婦女観(十九) : 驪姫 その二 悪女の輪郭 by 尾崎 保子
『
左
傳
』
に
お
け
る
婦
女
観
（
十
九
）
尾
﨑
保
子
は
じ
め
に
『
左
傳
』
の
中
で
、
歴
史
的
に
知
ら
れ
る
晋
国
内
訌
に
関
す
る
記
事
は
か
な
り
の
量
を
占
め
て
い
る
。
文
公
に
つ
い
て
の
記
述
が
も
っ
と
も
詳
細
で
あ
る
が
、
彼
に
過
酷
な
運
命
を
齎
し
た
元
凶
と
さ
れ
る
驪
姫
へ
の
言
及
も
、
本
来
女
性
に
つ
い
て
の
記
述
は
極
め
て
少
な
い
記
録
の
通
常
か
ら
見
る
と
、
格
段
に
多
い
と
い
っ
て
よ
い
。『
荘
子
』『
呂
氏
春
秋
』
『
韓
非
子
』
『
淮
南
子
』
な
ど
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
、
『
列
女
傳
』
で
は
「
嬖
傳
」
に
分
類
さ
れ
て
、
驪
姫
の
名
は
悪
女
の
代
名
詞
と
し
て
歴
史
的
に
よ
り
深
く
彫
琢
さ
れ
て
い
っ
た
。
驪
姫
悪
女
説
の
最
大
の
理
由
は
、
わ
が
子
へ
の
偏
愛
か
ら
晋
国
に
内
訌
を
齎
し
た
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
子
を
思
う
気
持
ち
は
、
濃
淡
の
差
は
あ
っ
て
も
母
性
が
普
遍
的
に
も
つ
本
能
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
心
情
そ
の
も
の
を
内
訌
の
唯
一
最
大
の
原
因
と
す
る
の
は
些
か
説
得
力
に
欠
け
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
結
果
と
し
て
国
家
に
大
騒
動
を
巻
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
事
実
か
ら
、
彼
女
を
巡
る
歴
史
的
解
釈
に
は
『
國
語
』
や
『
記
』
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
女
が
献
公
に
亡
ぼ
さ
れ
た
驪
戎
の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
に
げ
、
驪
姫
の
画
策
の
目
的
は
女
戎
と
し
て
亡
国
の
仇
怨
を
晴
ら
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
わ
が
子
を
国
君
に
と
願
う
心
と
亡
国
の
恨
み
と
は
必
ず
し
も
相
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
二
つ
の
思
い
は
寧
ろ
驪
姫
の
達
成
願
望
の
中
に
混
在
し
、
相
互
に
刺
激
し
合
っ
て
、
そ
の
心
理
に
相
乗
効
果
を
齎
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
献
公
の
老
い
の
油
断
に
付
け
込
ん
だ
、
わ
が
子
へ
の
愛
に
狂
っ
た
感
情
的
な
母
の
姿
と
い
う
よ
り
は
、
冷
静
に
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
一
人
の
策
士
と
し
て
の
女
性
像
が
立
ち
現
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
『
左
傳
』
の
驪
姫
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
そ
の
姉
妹
と
さ
れ
る
『
國
語
』「
晉
語
」
の
中
の
記
述
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、『
國
語
』
の
よ
う
に
は
詳
細
で
は
な
く
、
従
っ
て
『
左
傳
』
に
記
す
と
こ
ろ
だ
け
か
ら
驪
姫
像
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
は
些
か
困
難
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
た
そ
う
し
た
点
を
、
左
氏
の
選
択
と
解
釈
し
、
そ
こ
に
左
氏
の
驪
姫
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
驪
姫
像
と
い
え
な
く
も
な
い
。
こ
こ
で
は
『
左
傳
』
の
記
述
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
先
ず
『
國
語
』
に
比
較
し
、
ま
た
史
書
へ
の
記
録
と
し
て
『
記
』
、
女
訓
書
と
し
て
『
列
女
傳
』
の
記
述
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
驪
姫
像
に
つ
い
て
の
左
氏
の
観
点
の
あ
り
方
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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学
苑
文
化
創
造
学
科
紀
要
第
八
一
七
号
三
八
～
六
〇
（
二
〇
〇
八
一
一
）

驪
姫
そ
の
二
悪
女
の
輪
郭

一
、『
左
傳
』
の
驪
姫
像
『
左
傳
』
の
驪
姫
に
関
す
る
記
述
は
大
き
く
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
、
献
公
に
討
伐
さ
れ
た
驪
戎
の
娘
驪
姫
が
公
に
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
吾
が
子
を
太
子
に
擁
立
し
た
い
と
の
思
い
を
募
ら
せ
、
画
策
し
て
、
太
子
申
生
を
始
め
他
の
公
子
重
耳
と
夷
吾
の
二
人
を
晋
国
の
主
都
か
ら
辺
境
の
地
へ
と
追
放
し
た
事
件
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
太
子
申
生
が
毒
入
り
供
物
を
父
献
公
に
捧
げ
よ
う
と
し
た
と
し
て
疑
わ
れ
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
自
死
に
至
る
事
件
で
あ
る
。
二
つ
の
事
件
と
も
に
首
謀
者
は
驪
姫
で
あ
り
、
し
か
も
彼
女
は
こ
れ
ら
の
事
件
を
通
し
て
三
公
子
を
追
放
し
、
わ
が
子
を
立
太
子
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
先
ず
最
初
の
画
策
に
つ
い
て
は
、
驪
姫
の
登
場
を
紹
介
す
る
荘
公
二
十
八
年
の
伝
文
に
次
の
よ
う
に
記
す
。
晉
獻
公
娶
于
賈
、
無
子
。
烝
於
齊
姜
、
生
秦
穆
夫
人
及
太
子
申
生
。
娶
二
女
於
戎
、
大
戎
狐
生
重
耳
、
小
戎
子
生
夷
吾
。
晉
伐
驪
戎
、
驪
戎
男
女
以
驪
、
歸
、
生
奚
齊
、
其
生
卓
子
。
驪
嬖
、
欲
立
其
子
、
賂
外
嬖
梁
五
與
東
關
嬖
五
、
言
於
公
曰
、
曲
沃
、
君
之
宗
也
。
蒲
與
二
屈
、
君
之
疆
也
。
不
可
以
無
主
。
宗
邑
無
主
、
則
民
不
威
。
疆
場
無
主
、
則
戎
心
。
戎
之
生
心
、
民
慢
其
政
、
國
之
患
也
。
若
太
子
主
曲
沃
、
而
重
耳
、
夷
吾
主
蒲
與
屈
、
則
可
以
威
民
而
懼
戎
、
且
旌
君
伐
。

曰
、
狄
之
廣
莫
、
於
晉
爲
。
晉
之
土
、
不
亦
宜
乎
。
晉
侯
之
。
夏
、
太
子
居
曲
沃
、
重
耳
居
蒲
	、
夷
吾
居
屈
。
群
公
子
皆
在
鄙
。
唯
二
之
子
在
絳
。
二
五
卒
與
驪
譖
群
公
子
而
立
奚
齊
、
晉
人
謂
之
二
五

。
（
傍
線
筆
者
）
（
晋
の
献
公
は
賈
の
国
か
ら
夫
人
を
迎
え
た
が
子
が
な
か
っ
た
。
父
武
公
の
妾
で
あ
っ
た
斉
姜
に
通
じ
て
、
後
に
秦
の
穆
公
夫
人
と
な
っ
た
公
女
と
太
子
申
生
を
生
ん
だ
。
ま
た
二
人
の
娘
を
戎
か
ら
娶
り
、
大
戎
狐
姫
は
重
耳
を
生
み
、
小
戎
子
は
夷
吾
を
生
ん
だ
。
晋
は
驪
戎
（
注
１
）を
討
伐
し
、
驪
戎
男
爵
は
娘
の
驪
姫
を
差
し
出
し
た
。
献
公
が
こ
れ
を
連
れ
帰
っ
て
、
奚
斉
が
生
ま
れ
、
こ
れ
と
共
に
連
れ
帰
っ
た
そ
の
妹
は
卓
子
を
生
ん
だ
（
注
２
）。
驪
姫
は
寵
愛
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
自
分
の
子
を
太
子
に
立
て
た
い
と
の
思
い
を
深
め
、
献
公
側
近
の
家
臣
梁
五
と
東
関
嬖
五
（
注
３
）に
賂
し
て
、
献
公
に
次
の
よ
う
に
進
言
さ
せ
た
。
「
曲
沃
は
君
の
宗
家
で
あ
り
、
蒲
と
屈
と
は
君
の
領
土
で
あ
り
ま
す
。
主
が
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
主
領
土
に
主
が
い
な
け
れ
ば
人
民
は
恐
れ
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
地
方
に
主
が
い
な
け
れ
ば
戎
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
ま
す
。
戎
が
欲
を
起
し
、
人
民
が
政
治
を
侮
る
な
ら
ば
国
家
の
問
題
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
太
子
を
曲
沃
の
主
と
し
、
重
耳
様
と
夷
吾
様
と
に
蒲
と
屈
と
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
民
は
畏
敬
し
、
戎
を
畏
怖
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、
君
に
は
功
績
が
齎
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」
と
、
更
に
「
狄
は
広
大
無
辺
の
地
で
あ
り
、
晋
が
都
城
を
定
め
る
な
ら
ば
晋
の
領
土
を
拡
大
す
る
の
に
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
献
公
は
こ
れ
を
喜
ん
だ
。
そ
こ
で
夏
に
な
る
と
、
太
子
を
曲
沃
に
移
ら
せ
、
重
耳
を
蒲
に
、
夷
吾
を
屈
に
居
城
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
三
公
子
を
皆
地
方
に
居
ら
せ
、
二
人
の
姫
の
子
の
み
都
絳
に
住
ま
わ
せ
た
。
梁
五
と
東
関
嬖
五
は
遂
に
驪
姫
と
と
も
に
諸
公
子
を
謗
っ
て
奚
斉
を
立
太
子
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
晋
の
人
々
は
こ
れ
を
二
五


（
注
４
）と
称
し
た
。
こ
こ
に
は
「
驪
嬖
、
欲
立
其
子
、
賂
外
嬖
梁
五
與
東
關
嬖
五
、
言
於
公
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
文
章
を
追
え
ば
、
驪
姫
の
野
望
の
動
機
か
ら
実
行
に
至
る
ま
で
の
動
き
を
憶
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
先
ず
献
公
に
嬖
（
寵
愛
）
せ
ら
れ
た
こ
と
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
既
に
太
子
が
い
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
わ
が
子
を
太
子
に
立
て
よ
う
と
欲
（
欲
立
）
を
出
し
、
二
人
の
協
力
者
梁
五
と
東
関
嬖
五
に
賄
賂
を
遣
っ
て
（
賂
）
謀
っ
て
他
の
公
子
達
を
遠
ざ
け
る
こ
と
を
献
公
に
進
言
せ
し
め
た
（
言
）
の
で
あ
る
。
ま
た
他
の
公
子
達
の
排
斥
に
当
っ
て
は
ま
こ
と
し
や
か
な
理
由
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
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太
子
申
生
に
は
国
家
の
宗
域
と
し
て
の
曲
沃
を
守
ら
せ
、
重
耳
は
蒲
に
、
夷
吾
は
屈
に
居
ら
せ
て
、
夷
狄
か
ら
の
国
防
に
当
た
ら
せ
る
と
す
る
。
し
か
も
単
に
守
備
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
夷
狄
の
も
つ
広
大
無
辺
の
土
地
を
獲
得
領
有
す
る
た
め
の
出
城
と
し
て
の
意
味
も
重
要
で
あ
る
（
注
５
）と
し
て
、
献
公
の
野
心
を
く
す
ぐ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
外
交
上
の
国
益
を
建
前
に
し
な
が
ら
、
そ
の
実
、
密
か
に
国
内
に
は
太
子
の
地
位
を
奪
し
よ
う
と
す
る
企
み
が
驪
姫
を
軸
に
二
五
と
の
結
託
で
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
事
件
の
あ
ら
ま
し
は
、
後
に
検
証
す
る
三
書
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
さ
て
、
次
の
記
述
は
、
僖
公
四
年
の
伝
文
中
に
み
ら
れ
る
驪
姫
が
太
子
申
生
失
脚
を
図
っ
て
行
っ
た
具
体
的
な
画
策
行
為
で
あ
る
。
先
ず
冒
頭
に
、
献
公
が
驪
戎
を
討
伐
し
て
驪
姫
を
晋
に
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
占
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
初
、
晉
獻
公
欲
以
驪
爲
夫
人
、
卜
之
、
不
吉
。
筮
之
、
吉
。
公
曰
、
從
筮
。
卜
人
曰
、
筮
短
長
、
不
如
從
長
。
且
其
曰
、
專
之
渝
、
攘
公
之
。
一
薰
一
十
年
尚
有
。
必
不
可
。
弗
聽
、
立
之
。
（
初
め
、
晋
の
献
公
は
、
驪
姫
を
夫
人
に
し
よ
う
と
し
て
、
こ
れ
を
卜
し
た
が
、
不
吉
と
出
た
。
筮
占
し
た
と
こ
ろ
吉
と
出
た
の
で
、
公
は
「
こ
れ
に
従
う
（
注
６
）」
と
い
っ
た
。
卜
人
は
、
「
筮
は
短
く
、
亀
卜
は
長
い
の
で
、
長
い
方
に
従
う
べ
き
で
す
。
卜
の
兆
し
に
、
そ
れ
を
寵
愛
す
る
と
増
長
し
、
国
君
の
牡
羊
を
盗
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
香
草
と
臭
草
と
を
一
緒
に
し
て
お
く
と
十
年
も
の
間
、
臭
草
の
臭
い
が
残
る
（
注
７
）と
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
夫
人
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
反
対
し
た
が
、
聞
か
ず
、
こ
れ
を
夫
人
に
立
て
た
）
こ
こ
で
は
占
い
師
の
こ
と
ば
を
借
り
て
、
迎
え
よ
う
と
す
る
驪
姫
と
晋
国
内
訌
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
予
言
（
注
８
）す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
続
け
て
、
事
件
の
末
を
次
の
よ
う
に
記
す
。
生
奚
齊
、
其
	生
卓
子
。
及
將
立
奚
齊
、

與
中
大
夫
謀
、
謂
大
子
曰
、
君
夢
齊
姜
、
必
祭
之
。
大
子
祭
于
曲
沃
、
歸
胙
于
公
。
公
田
、
寘
宮
六
日
。
公
至
、
毒
而
獻
之
。
公
祭
之
地
、
地
墳
。
與
犬
、
犬
。
與
小
臣
、
小
臣
亦
。
泣
曰
、
賊
由
大
子
。
大
子
奔
新
。
公
其
傅
杜
原
款
。
或
謂
大
子
子
辭
、
君
必
辯
焉
。
大
子
曰
、
君
非
氏
、
居
不
安
、
食
不
。
我
辭
、
必
有
罪
。
君
老
矣
、
吾
不
樂
。
曰
、
子
其
行
乎
。
大
子
曰
、
君
實
不
察
其
罪
、
被
此
名
也
以
出
、
人
誰
我
。
十
二
月
戊
申
、
縊
于
新
。

譖
二
公
子
曰
、
皆
知
之
。
重
耳
奔
蒲
、
夷
吾
奔
屈
。
（
大
は
マ
マ
）
（
驪
姫
は
奚
斉
を
生
み
、
そ
の
妹
は
卓
子
を
生
ん
だ
。
驪
姫
は
わ
が
子
を
太
子
に
立
て
よ
う
と
し
た
時
、
中
大
夫
と
謀
計
を
巡
ら
せ
、
太
子
申
生
に
、
「
殿
が
亡
き
母
君
斉
姜
様
の
夢
を
見
ら
れ
た
（
注
９
）の
で
速
か
に
こ
れ
を
お
祭
り
な
さ
い
ま
せ
」
と
い
っ
た
。
そ
こ
で
太
子
は
曲
沃
で
祭
祀
を
執
り
行
い
、
供
物
の
酒
と
肉
を
父
君
献
公
に
送
り
届
け
た
。
こ
の
と
き
公
は
狩
に
出
掛
け
て
お
り
、
驪
姫
は
そ
れ
ら
を
六
日
間
宮
殿
の
中
に
置
い
て
、
公
が
戻
る
と
、
毒
を
仕
込
ん
で
申
生
か
ら
公
に
勧
め
さ
せ
た
。
公
が
こ
れ
を
地
神
に
捧
げ
ん
と
し
て
注
ぐ
と
、
地
が
膨
れ
上
が
り
、
犬
に
与
え
る
と
犬
が
死
に
、
小
臣
に
与
え
る
と
小
臣
が
倒
れ
て
死
ん
だ
。
そ
こ
で
驪
姫
は
泣
き
な
が
ら
、
「
太
子
に
は
悪
人
が
つ
い
て
お
り
ま
す
」
と
い
っ
た
の
で
、
太
子
は
曲
沃
に
逃
げ
帰
っ
た
。
公
は
太
子
の
傅
育
官
で
あ
る
杜
原
款
を
殺
し
た
。
あ
る
人
（
注
）が
太
子
に
「
無
実
で
あ
る
こ
と
を
弁
明
な
さ
れ
ば
父
君
に
は
理
解
さ
れ
ま
し
ょ
う
」
と
勧
め
た
が
、
太
子
は
、
「
父
君
は
驪
姫
が
い
な
け
れ
ば
心
安
ん
ぜ
ら
れ
ず
、
食
も
進
ま
な
い
。
も
し
自
分
が
弁
明
す
れ
ば
驪
姫
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
老
齢
と
な
っ
た
父
君
に
そ
の
よ
う
な
辛
い
思
い
を
さ
せ
た
く
は
な
い
」
と
い
っ
た
。
「
そ
れ
で
は
他
国
に
亡
命
さ
れ
て
は
如
何
で
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
太
子
は
「
父
君
は
罪
人
を
調
査
な
さ
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
罪
名
を
受
け
て
他
国
に
逃
れ
て
も
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
国
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
て
、
十
二
月
二
十
七
日
に
、
曲
沃
で
縊
死
し
て
し
ま
っ
た
。
驪
姫
は
重
耳
と
夷
吾
も
こ
の
度
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
誹
謗
中
傷
し
た
の
で
、
重
耳
は
蒲
に
、
夷
吾
は
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屈
に
逃
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
こ
こ
で
は
、
驪
姫
が
企
て
た
申
生
の
罪
事
件
が
記
さ
れ
る
。
驪
姫
は
申
生
に
、
父
君
が
亡
き
母
君
斉
姜
の
夢
を
見
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
祭
り
、
祭
っ
た
供
物
を
父
君
に
送
る
よ
う
に
と
命
じ
、
送
っ
て
来
た
供
物
に
毒
を
盛
り
、
そ
れ
を
献
上
さ
せ
て
毒
を
露
見
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
遂
に
反
論
し
な
い
ま
ま
の
太
子
申
生
を
死
に
至
ら
し
め
、
併
せ
て
重
耳
と
夷
吾
を
も
晋
国
か
ら
排
斥
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
『
左
傳
』
は
先
ず
中
大
夫
と
謀
っ
た
と
し
な
が
ら
も
驪
姫
の
首
謀
者
と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
記
し
て
い
る
。
左
氏
は
こ
う
し
て
驪
姫
を
非
難
す
る
こ
と
を
排
除
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
文
言
を
見
る
に
、
左
氏
の
意
図
は
寧
ろ
被
害
者
申
生
の
対
応
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
て
、
必
ず
し
も
驪
姫
の
悪
辣
振
り
を
告
発
す
る
と
こ
ろ
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
訳
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
欲
に
駆
ら
れ
て
只
管
自
利
に
突
き
進
む
驪
姫
の
心
の
内
の
説
明
は
な
い
が
、
申
生
の
心
は
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
申
生
は
、
驪
姫
を
献
公
に
告
発
す
る
よ
う
に
と
勧
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
父
君
は
、
起
き
伏
し
に
驪
姫
が
い
な
い
と
不
自
由
す
る
に
違
い
な
い
と
し
て
、
ま
た
事
実
が
判
明
す
れ
ば
驪
姫
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
老
齢
の
父
君
の
そ
の
落
胆
を
思
え
ば
、
そ
う
し
た
辛
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
は
子
と
し
て
忍
び
な
い
と
語
る
。
そ
こ
に
は
、
事
実
関
係
を
巡
る
自
身
の
潔
白
へ
の
弁
明
よ
り
も
、
老
い
た
父
の
心
情
を
気
遣
う
申
生
の
優
し
い
人
柄
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
父
の
理
不
尽
を
糾
弾
す
る
の
で
は
な
く
、
父
命
に
逆
ら
っ
て
亡
命
し
て
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
国
は
な
い
の
だ
と
観
念
し
て
、
寧
ろ
そ
れ
を
自
身
の
運
命
と
し
て
甘
受
し
、
哀
切
な
諦
念
の
中
に
、
痛
ま
し
い
程
の
柔
順
さ
を
も
っ
て
死
に
就
く
姿
勢
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
注
）。
と
こ
ろ
で
、
時
代
背
景
か
ら
み
て
も
、
亡
命
は
決
し
て
特
異
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
し
、
現
に
申
生
の
弟
重
耳
と
夷
吾
と
は
こ
の
事
件
直
後
に
他
国
に
出
奔
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
人
申
生
の
生
き
方
の
み
が
妙
に
ス
ト
イ
ッ
ク
に
際
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
『
國
語
』
で
は
、
い
ま
少
し
濃
密
に
倫
理
観
を
塗
し
て
、
且
つ
詳
細
に
そ
の
心
の
内
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
比
較
し
て
お
き
た
い
。
人
謂
申
生
曰
、
非
子
之
罪
、
何
不
去
乎
。
申
生
曰
、
不
可
。
去
而
罪
釋
、
必
歸
於
君
、
是
惡
君
也
。
章
之
惡
、
取
笑
侯
、
吾
誰
鄕
而
入
。
困
於
母
、
外
困
於
侯
、
是
重
困
也
。
棄
君
去
罪
、
是
死
也
。
吾
聞
之
、
仁
不
惡
君
、
知
不
重
困
、
勇
不
死
。
若
罪
不
釋
、
去
而
必
重
。
去
而
罪
重
、
不
智
。
死
而
惡
君
、
不
仁
。
罪
不
死
、
無
勇
。
去
而
厚
惡
、
惡
不
可
重
、
死
不
可
。
吾
將
伏
以
俟
命
。
（
あ
る
人
が
申
生
に
対
し
て
「
あ
な
た
の
罪
で
な
い
の
な
ら
ば
何
ゆ
え
亡
命
し
な
い
の
で
す
か
」
と
聞
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
申
生
は
、
「
亡
命
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
が
逃
げ
て
罪
を
釈
明
し
て
も
、
そ
れ
で
は
父
君
の
罪
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
父
の
悪
を
明
白
に
し
て
諸
侯
の
笑
い
者
と
す
る
な
ら
ば
、
自
分
は
ど
こ
の
国
に
逃
げ
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
国
内
で
父
母
に
苦
し
み
、
国
外
で
諸
侯
に
苦
し
む
と
い
う
の
で
は
二
重
の
苦
し
み
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
父
君
を
棄
て
て
罪
を
逃
れ
る
と
い
う
の
は
死
か
ら
の
逃
避
に
な
り
ま
す
。
自
分
は
こ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。
仁
と
は
君
を
悪
く
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
知
と
は
苦
し
み
を
重
ね
な
い
こ
と
で
あ
り
、
勇
と
は
死
か
ら
逃
避
し
な
い
こ
と
で
あ
る
と
。
も
し
罪
が
晴
れ
ず
に
逃
避
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
罪
は
重
く
な
り
ま
す
。
逃
避
し
て
罪
が
重
く
な
れ
ば
無
知
と
い
う
も
の
で
す
。
死
を
逃
れ
て
君
を
怨
む
の
は
不
仁
で
す
。
罪
が
あ
り
な
が
ら
死
な
な
い
の
で
は
勇
気
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
逃
避
す
れ
ば
怨
み
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
悪
は
重
く
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
死
は
逃
避
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
自
分
は
平
伏
し
て
君
命
の
ご
沙
汰
を
待
ち
ま
す
」
と
）
こ
こ
で
は
申
生
は
、
父
君
の
臣
下
と
し
て
、
ま
た
子
と
し
て
恭
敬
孝
順
で
あ
り
た
い
（
注
	）と
―41―
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
避
け
ら
れ
な
い
自
死
へ
の
決
意
に
つ
い
て
、
儒
教
倫
理
に
よ
る
理
由
付
け
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
に
、
智
仁
勇
の
儒
教
倫
理
（
注
）に
よ
る
分
析
が
な
さ
れ
、
諸
侯
に
笑
わ
れ
る
の
を
恥
辱
と
す
る
国
家
意
識
が
語
ら
れ
て
お
り
、
国
君
た
る
父
の
恥
を
暴
露
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
父
の
老
い
に
対
す
る
労
わ
り
の
情
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
国
家
の
対
面
を
重
ん
じ
る
が
故
に
父
が
ど
の
よ
う
に
理
不
尽
で
あ
っ
て
も
、
子
と
し
て
取
る
べ
き
道
は
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
「
父
父
た
ら
ず
と
も
子
子
た
る
べ
し
」
と
の
道
徳
律
の
強
調
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
行
動
規
範
は
遵
守
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
意
志
が
窺
わ
れ
る
。
「
孝
」
は
徳
の
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
国
家
組
織
に
お
け
る
秩
序
の
基
本
で
も
あ
っ
た
。
父
に
背
く
こ
と
は
国
君
に
違
背
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
即
ち
国
家
秩
序
の
破
壊
に
が
る
こ
と
と
し
て
厳
に
戒
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
太
子
申
生
の
立
場
は
、
献
公
の
後
継
者
と
し
て
国
君
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
子
と
し
て
父
に
従
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
下
に
は
家
臣
や
民
が
重
層
的
に
連
な
る
の
で
あ
る
。
慎
重
清
廉
な
人
物
と
し
て
の
申
生
の
自
身
の
立
場
に
対
す
る
こ
う
し
た
強
固
な
自
覚
が
、
出
奔
し
た
自
由
な
弟
達
と
は
違
っ
て
、
彼
自
身
を
自
縄
自
縛
的
に
追
い
詰
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
念
論
的
分
析
に
対
し
、
『
左
傳
』
で
は
、
老
父
が
寵
愛
す
る
人
物
を
失
っ
て
落
胆
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
息
子
と
し
て
の
心
の
優
し
さ
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
基
本
的
に
は
『
左
傳
』
の
方
が
儒
教
主
義
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
こ
で
は
寧
ろ
『
左
傳
』
の
方
が
人
間
の
情
を
語
り
、『
國
語
』
が
説
い
て
い
る
の
は
倫
理
観
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
、『
國
語
』
の
記
録
『
左
傳
』
と
『
國
語
』
は
先
秦
の
書
で
あ
り
、
姉
妹
と
い
わ
れ
て
い
る
。
戦
国
時
代
の
初
頭
に
同
一
人
物
若
し
く
は
同
系
統
の
人
物
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
文
体
的
に
も
内
容
的
に
も
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
『
國
語
』
「
晉
語
一
」
と
「
晉
語
二
」
に
は
晋
国
内
訌
に
つ
い
て
多
く
語
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
内
訌
の
震
源
と
な
っ
た
驪
姫
に
つ
い
て
の
記
述
も
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
詳
細
さ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
概
ね
対
話
体
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
叙
事
的
な
『
左
傳
』
と
比
べ
る
と
『
國
語
』
の
「
曰
」
に
続
く
会
話
体
の
記
事
（
注
）は
、
単
な
る
記
録
と
は
違
っ
た
臨
場
感
を
醸
し
出
し
て
、
あ
た
か
も
そ
こ
に
人
物
が
い
る
か
の
よ
う
な
現
実
感
を
齎
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
驪
姫
に
関
す
る
記
述
の
中
で
、
特
徴
的
な
点
を
分
析
し
て
お
き
た
い
。
女戎
説

史
蘇
大
夫
曰
、
夫
	男
戎
、
必
	女
戎
。
若
晉
以
男
戎

戎
、
而
戎
亦
必
以
女
戎

晉
、
其
若
之
何
。
（
略
）
昔
夏
桀
伐
	施
、
有
施
人
以
妹
喜
女
焉
。
妹
喜
	寵
、
於
是
乎
與
伊
尹
比
而
亡
夏
。
殷
辛
伐
	蘇
、
	蘇
氏
以
妲
己
女
焉
。
妲
己
	寵
。
於
是
乎
與
膠
鬲
比
而
亡
殷
。
幽
王
伐
	襃
。
	襃
人
以
襃
女
焉
。
襃

	寵
。
生
伯
。
於
是
乎
與
石
甫
比
、
太
子
宜
臼
。
而
立
伯
、
太
子
出
奔
申
。
申
人
人
召
西
戎
以
伐
。
於
是
乎
亡
。
今
晉
寡
德
、
而
安
俘
女
、
增
其
寵
、
雖
當
三
季
之
王
、
不
亦
可
乎
。
（
略
）
夏
從
戎
、
非
敗
而
何
。
從
政
不
可
以
不
戒
、
亡
無
日
矣
。
（
史
蘇
が
大
夫
に
告
げ
て
言
っ
た
。
「
男
の
兵
が
あ
れ
ば
必
ず
女
の
兵
も
あ
り
ま
す
。
晋
が
男
の
兵
で
驪
戎
に
勝
て
ば
、
驪
戎
は
女
の
兵
で
晋
に
勝
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
（
略
）
昔
、
夏
の
桀
王
が
有
施
氏
を
討
伐
し
て
妹
喜
を
得
、
妹
喜
は
寵
愛
さ
れ
ま
し
た
が
伊
尹
と
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共
に
夏
を
亡
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
殷
の
紂
王
が
有
蘇
氏
を
討
っ
て
妲
己
を
得
、
妲
己
は
寵
愛
さ
れ
ま
し
た
が
膠
鬲
と
並
ん
で
殷
を
亡
ぼ
し
ま
し
た
。
周
の
幽
王
が
有
襃
の
国
を
伐
ち
、
襃
を
得
て
寵
愛
し
、
伯
服
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
石
甫
と
共
に
太
子
宜
臼
を
追
放
し
て
、
こ
れ
を
太
子
に
立
て
ま
し
た
が
、
太
子
宜
臼
は
申
に
出
奔
し
た
こ
と
か
ら
、
申
と
と
が
西
戎
を
召
し
て
周
を
討
ち
、
周
は
滅
び
ま
し
た
。
今
、
晋
は
徳
が
少
な
い
の
に
戦
勝
し
て
獲
得
し
た
女
に
安
心
し
て
ま
す
ま
す
こ
れ
を
寵
愛
し
て
い
る
の
を
み
ま
す
と
、
ま
さ
し
く
夏
殷
周
三
代
の
末
世
の
王
に
当
て
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
略
）
中
華
の
国
が
夷
狄
に
牛
耳
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
敗
北
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
政
を
行
う
者
と
し
て
戒
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
滅
亡
は
間
近
で
す
」
と
）
献
公
が
驪
戎
征
伐
を
目
論
ん
で
占
い
師
史
蘇
に
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
戦
勝
す
る
が
不
吉
で
あ
る
と
出
た
。
し
か
し
驪
戎
に
勝
ち
、
驪
姫
を
獲
得
し
て
凱
旋
し
た
満
悦
得
意
な
献
公
は
、
そ
れ
を
気
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
史
蘇
は
、
大
夫
達
に
女
戎
に
よ
っ
て
滅
ん
だ
夏
の
桀
王
殷
の
紂
王
周
の
幽
王
の
歴
史
的
事
例
を
挙
げ
て
忠
告
し
、
晋
の
内
乱
を
予
言
し
た
の
で
あ
る
。
史
蘇
は
ま
た
彼
の
憂
慮
す
る
女
戎
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。
今
君
滅
其
、
而
畜
其
子
、
之
基
也
。
畜
其
子
、
從
其
欲
、
子
思
報
之
耻
而
信
其
欲
。
雖
好
色
、
必
惡
心
、
不
可
謂
好
。
好
其
色
、
必
授
之
、
彼
得
其
、
以
厚
其
欲
、
從
其
惡
心
、
必
敗
國
、
且
深
亂
、
亂
必
自
女
戎
、
三
代
皆
然
。
（
今
、
君
が
驪
戎
の
国
の
父
を
亡
ぼ
し
な
が
ら
、
そ
の
娘
を
養
っ
て
い
る
の
は
禍
の
本
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
娘
を
養
っ
て
色
欲
の
ま
ま
に
従
え
ば
、
そ
の
娘
は
父
の
恥
を
雪
ご
う
と
し
て
そ
の
欲
望
を
大
き
く
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
美
人
で
あ
っ
て
も
悪
心
が
あ
れ
ば
美
し
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
美
し
い
色
を
好
め
ば
情
も
移
り
、
そ
の
者
が
情
を
得
た
な
ら
ば
、
そ
の
欲
を
厚
く
し
、
そ
の
悪
心
に
従
っ
て
、
必
ず
国
を
破
り
、
乱
を
深
刻
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
国
の
乱
れ
は
、
必
ず
女
兵
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
、
三
代
皆
同
じ
で
す
）
こ
う
し
た
予
言
と
結
果
の
	が
り
を
述
べ
る
の
は
、『
國
語
』
の
特
徴
（
注

）で
も
あ
る
が
、
驪
姫
が
亡
国
の
恨
み
を
秘
め
て
晋
の
内
訌
を
企
ん
だ
と
い
う
こ
と
の
真
偽
（
注
）は
別
と
し
て
、
状
況
的
に
は
、
祖
先
祭
祀
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
祖
先
は
子
孫
と
	が
っ
て
お
り
、
そ
の
意
向
を
子
孫
が
無
視
す
る
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
亡
ぼ
さ
れ
た
驪
戎
の
無
念
は
、
子
孫
と
し
て
の
驪
姫
の
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
責
務
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
驪
姫
に
は
動
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
史
蘇
が
指
摘
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
既
に
太
子
と
し
て
申
生
が
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
廃
し
て
奚
斉
を
立
て
よ
う
と
し
た
動
き
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
心
に
彼
女
が
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
ん
な
彼
女
の
協
力
者
と
し
て
『
左
傳
』
で
は
二
五
の
名
（
中
大
夫
と
も
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
國
語
』
に
は
優
施
（
注
）の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
名
は
比
較
的
頻
繁
に
重
要
な
役
所
を
演
じ
た
人
物
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
優施
の
傀
儡

『
左
傳
』
に
は
こ
の
人
物
の
名
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
『
國
語
』
に
お
い
て
は
優
施
の
名
は
驪
姫
の
翳
に
寄
り
添
う
大
き
な
存
在
と
し
て
、
彼
女
に
策
を
与
え
、
黒
子
と
し
て
彼
女
を
操
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
面
を
見
て
み
る
。
公
之
優
曰
施
。
於
驪
。
驪
問
焉
曰
、
吾
欲
作
大
事
、
而
三
公
子
之
徒
、
如
何
。
對
曰
。
早
處
之
知
其
極
。
夫
人
知
極
、
鮮
有
慢
心
。
雖
其
慢
、
乃
易
殘
也
。
驪
曰
、
吾
欲
爲
、
安
始
而
可
。
優
施
曰
、
必
於
申
生
。
其
爲
人
也
、
小
心
潔
、
而
大
志
重
、
不
人
。
潔
易
辱
、
重
可
疾
、
不
人
必
自
也
、
辱
之
行
。
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（
献
公
の
俳
優
の
施
は
驪
姫
と
淫
通
し
て
い
た
。
驪
姫
の
方
か
ら
「
私
は
三
公
子
の
排
斥
を
し
た
い
が
、
誰
か
ら
排
除
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
聞
い
た
。
優
施
は
答
え
た
。
「
出
来
る
だ
け
早
く
彼
ら
に
野
望
を
も
つ
こ
と
な
く
、
自
己
の
置
か
れ
た
地
位
の
限
界
を
覚
ら
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
人
格
的
に
は
小
心
で
清
潔
な
、
年
齢
も
高
く
、
志
重
く
、
他
者
に
対
し
て
悪
意
を
持
つ
こ
と
の
な
い
申
生
か
ら
始
め
る
べ
き
で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
己
に
厳
し
け
れ
ば
辱
め
易
く
、
志
重
厚
で
あ
れ
ば
倒
れ
易
く
、
他
者
を
慮
る
気
持
ち
が
強
け
れ
ば
日
常
的
な
こ
と
で
辱
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
」
と
）
献
公
に
仕
え
て
い
る
俳
優
の
施
は
驪
姫
に
密
通
し
て
い
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
献
公
の
側
に
い
て
遊
興
に
奉
仕
す
る
と
い
う
役
目
柄
、
身
分
的
に
は
低
い
な
が
ら
も
内
室
の
事
情
に
は
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
、
太
子
申
生
の
性
格
を
自
制
心
の
強
い
対
他
的
に
は
寛
容
な
人
物
と
分
析
し
、
そ
の
寛
容
さ
に
付
け
込
む
姑
息
な
手
段
を
驪
姫
に
伝
授
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
献
公
に
寵
愛
さ
れ
て
い
る
驪
姫
が
こ
う
し
た
人
物
に
大
事
を
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
討
伐
さ
れ
た
戎
の
出
身
者
と
し
て
晋
室
に
何
ら
後
ろ
盾
を
持
た
な
か
っ
た
驪
姫
の
立
場
の
弱
さ
が
透
け
て
見
え
て
く
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
公
に
太
子
を
讒
言
す
る
時
、
驪
姫
が
晋
国
の
歴
史
の
事
例
を
挙
げ
て
、
桓
叔
以
来
誰
が
親
し
い
人
を
愛
し
た
か
、
親
し
い
者
を
愛
さ
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
分
家
の
身
で
本
家
の
翼
を
合
併
で
き
た
の
だ
と
説
く
（
注
）場
面
が
あ
る
が
、
宗
家
分
家
の
秩
序
を
無
視
す
る
こ
う
し
た
姿
勢
に
は
亡
ぼ
さ
れ
た
驪
戎
の
娘
と
し
て
、
祖
先
を
失
い
、
絶
望
を
潜
っ
た
者
と
し
て
の
虚
無
感
が
心
の
底
に
沈
殿
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
二
人
の
五
に
贈
賄
し
て
他
の
公
子
達
の
排
斥
を
献
公
に
進
言
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
賄
賂
で
が
る
人
間
関
係
の
危
う
さ
を
考
え
る
と
、
や
は
り
驪
姫
の
宮
室
内
で
の
人
脈
の
無
さ
、
地
盤
の
弱
さ
が
一
層
際
立
つ
。
実
際
、
二
人
の
五
は
、
献
公
存
命
中
の
驪
姫
が
寵
愛
を
縦
に
し
て
い
る
時
は
「
二
五
」
と
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
親
密
な
関
係
を
維
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
公
亡
き
後
に
は
ほ
と
ん
ど
影
が
な
い
。
更
に
、
公
を
亡
く
し
た
こ
の
重
大
時
に
驪
姫
母
子
に
左
袒
す
る
勢
力
が
荀
息
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
し
か
も
こ
の
荀
息
の
忠
貞
と
い
う
の
も
、
亡
き
主
君
献
公
へ
の
忠
義
立
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
的
環
境
か
ら
推
す
に
、
驪
姫
が
如
何
に
宮
室
内
で
孤
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
か
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
驪
姫
は
優
施
の
知
恵
を
頼
っ
て
、
先
ず
申
生
を
失
脚
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、
二
人
の
五
に
賂
し
て
申
生
と
他
の
二
公
子
を
そ
れ
ぞ
れ
辺
境
の
守
り
に
就
か
せ
る
よ
う
進
言
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
優
施
は
驪
姫
に
申
生
を
献
公
に
中
傷
す
る
よ
う
に
と
囁
く
。
優
施
敎
驪
夜
而
泣
謂
公
曰
、
吾
聞
申
生
甚
好
仁
而
彊
、
甚
寬
惠
而
慈
於
民
、
皆
有

行
之
。
今
謂
君
惑
於
我
、
必
亂
國
、
無
乃
以
國
故
而
行
彊
於
君
、
君
未
命
而
不
歿
、
君
其
若
之
何
。
盍
我
。
無
以
一
妾
亂
百
姓
。
（
優
施
が
驪
姫
に
指
図
し
、
驪
姫
は
夜
中
に
泣
い
て
献
公
に
訴
え
た
。
「
申
生
殿
は
仁
を
好
み
、
強
靭
で
あ
り
、
寛
容
で
、
人
民
の
信
望
も
厚
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
目
論
見
が
あ
っ
て
そ
う
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
殿
が
私
に
惑
わ
さ
れ
て
国
を
乱
す
に
違
い
な
い
と
予
測
し
て
、
国
の
た
め
に
と
い
う
理
由
で
殿
に
強
圧
的
手
段
を
取
る
お
心
算
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
殿
は
天
寿
を
全
う
さ
れ
ず
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
殿
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
な
さ
る
お
心
算
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
私
を
殺
さ
な
い
の
で
す
か
。
ど
う
か
私
ご
と
き
一
妾
の
た
め
に
国
民
を
乱
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
）
申
生
を
褒
め
る
こ
と
で
、
国
君
と
し
て
の
献
公
の
嫉
妬
心
を
揺
さ
ぶ
り
（
注
	）、
太
子
に
対
す
る
猜
疑
心
を

り
、
ま
た
敢
え
て
驪
姫
自
身
を
妾
と
卑
し
め
、
殿
の
た
め
に
な
る
の
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な
ら
ば
自
分
を
殺
し
て
も
ら
っ
て
も
構
わ
な
い
と
自
己
犠
牲
を
装
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
申
生
の
抹
殺
を
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
驪
姫
に
つ
い
て
言
え
ば
、
優
施
の
入
れ
知
恵
と
は
い
い
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
大
胆
に
国
君
を
欺
き
、
太
子
申
生
の
失
脚
を
求
め
る
尋
常
一
様
で
な
い
執
拗
さ
の
裏
に
は
、
こ
れ
ら
晋
の
国
に
君
臨
す
る
献
公
と
太
子
の
二
人
に
対
し
て
の
執
念
深
い
思
い
が
暗
く
淀
ん
で
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
女
戎
説
が
出
て
く
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
驪
姫
は
献
公
の
政
治
に
容
喙
す
る
形
で
、
申
生
を
試
す
た
め
に
彼
を
狄
征
伐
に
派
遣
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。
驪
曰
、
以
皋
落
狄
之
夕
苛
我
邊
鄙
、
無
日
以
牧
田
野
、
君
之
倉
廩
固
不
實
、
恐
封
疆
。
君
盍
之
伐
狄
、
以
觀
其
果
於
也
、
與
之
信
輯
睦
焉
。
若
不
狄
、
雖
濟
其
罪
、
可
也
。
若
狄
、
則
善
用
矣
、
求
必
益
廣
、
乃
可
厚
圖
也
。
且
夫
狄
、
侯
驚
懼
、
吾
邊
鄙
不
	、
倉
廩
盈
、
四
鄰

、
封
疆
信
、
君
得
其
賴
、
知
可
否
、
其
利
多
矣
。
君
其
圖
之
。
（
驪
姫
が
言
う
の
に
、
「
皋
落
の
狄
（
注
）が
頻
繁
に
我
が
国
境
を
乱
し
、
牧
畜
も
出
来
ず
、
国
庫
も
充
実
せ
ず
、
領
土
が
侵
犯
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
太
子
に
狄
の
征
伐
を
さ
せ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
も
し
敗
戦
し
た
場
合
は
罰
を
与
え
、
勝
利
し
た
場
合
は
よ
く
衆
を
統
率
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
彼
の
欲
求
は
増
大
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
で
申
生
を
失
脚
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
晋
国
に
と
っ
て
は
、
狄
に
勝
利
す
れ
ば
諸
侯
は
恐
れ
て
、
我
が
国
を
侵
略
し
な
く
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
国
庫
は
潤
い
、
周
囲
の
隣
国
は
服
し
、
国
境
は
明
確
化
さ
れ
、
殿
は
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
申
生
の
人
物
も
判
明
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
利
す
る
と
こ
ろ
は
甚
大
で
す
。
殿
は
こ
の
こ
と
を
お
図
り
な
さ
い
ま
せ
」
と
）
巧
妙
な
言
い
回
し
で
あ
る
。
申
生
の
排
斥
を
目
論
み
な
が
ら
、
序
に
生
じ
る
利
益
を
も
強
調
し
て
、
自
身
の
打
算
の
色
合
い
を
薄
め
、
公
的
な
国
家
戦
略
と
し
て
の
建
前
を
付
加
し
、
お
家
騒
動
の
内
実
を
陰
蔽
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
申
生
か
ら
見
れ
ば
、
戦
い
に
派
遣
さ
れ
、
負
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
、
勝
っ
て
も
国
君
の
地
位
へ
の
欲
を
疑
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ど
の
道
逃
れ
る
術
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
画
策
に
よ
っ
て
疑
心
暗
鬼
に
陥
っ
た
献
公
で
あ
る
が
、
驪
姫
は
そ
の
心
理
を
巧
妙
に
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
簡
単
に
驪
姫
の
術
中
に
嵌
る
に
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
献
公
自
身
の
心
に
太
子
申
生
に
対
す
る
競
争
者
と
し
て
の
嫉
妬
心
が
あ
っ
た
（
参
照
注
19）。
と
も
か
く
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
三
公
子
排
除
の
了
承
を
取
り
付
け
た
驪
姫
は
、
次
い
で
、
重
臣
と
し
て
力
の
あ
る
里
克
の
存
在
を
ど
う
扱
え
ば
よ
い
か
を
優
施
に
相
談
す
る
が
、
優
施
は
宴
席
を
利
用
し
て
一
つ
の
策
を
弄
す
る
の
で
あ
る
。
驪

優
施
曰
、
君
許
我
太
子
而
立
奚
齊
矣
。
吾
里
克
奈
何
。
優
施
曰
、
吾
來
里
克
、
一
日
而
已
。
子
爲
我
特
羊
之
。
吾
以
從
之
酒
。
我
優
也
、
言
無
郵
。
驪
許
諾
。
乃
、
優
施
里
克
酒
。
中
、
優
施
舞
、
謂
里
克
妻
曰
、
主
孟
啗
我
。
我
敎
暇
豫
事
君
。
乃
歌
曰
、
暇
豫
之
吾
吾
、
不
如
鳥
烏
。
人
皆
集
於
苑
、
己
獨
集
於
枯
。
里
克
笑
曰
、
何
謂
苑
、
何
謂
枯
。
優
施
曰
、
其
母
爲
夫
人
、
其
子
爲
君
、
可
不
謂
苑
乎
。
其
母
死
、
其
子
有
謗
、
可
不
謂
枯
乎
。
枯
且
有
傷
。
（
驪
姫
は
優
施
に
対
し
、
既
に
国
君
が
太
子
を
殺
し
て
自
分
の
子
奚
斉
を
立
て
る
こ
と
を
同
意
さ
れ
た
と
告
げ
、
重
臣
の
里
克
を
恐
れ
る
が
ど
う
し
た
も
の
か
と
訊
い
た
。
優
施
が
答
え
て
い
う
の
に
、
「
か
一
日
で
彼
を
味
方
に
つ
け
て
み
せ
ま
し
ょ
う
。
つ
き
ま
し
て
は
一
頭
の
羊
を
用
意
し
た
宴
を
設
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
自
分
は
役
者
の
身
分
な
の
で
何
を
言
っ
て
も
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
ま
い
」
と
。
驪
姫
は
宴
席
を
設
け
た
。
優
施
は
そ
の
席
で
舞
い
な
が
ら
、
里
克
の
妻
に
、
「
ご
馳
走
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
主
人
さ
ま
に
の
ど
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や
か
に
君
主
に
仕
え
る
道
を
お
教
え
し
ま
す
」
と
い
っ
て
、
歌
っ
て
言
う
の
に
、
「
の
ど
か
に
あ
ら
ず
孤
独
で
お
ら
れ
る
。
鳥
や
烏
に
も
及
ば
な
い
。
他
の
人
達
は
繁
茂
し
た
苑
に
集
ま
る
の
に
、
枯
れ
木
に
止
ま
っ
て
お
ら
れ
る
」
と
。
里
克
が
笑
っ
て
意
味
を
聞
く
と
、
「
母
君
は
寵
愛
さ
れ
夫
人
と
な
り
、
子
は
国
君
と
な
ら
れ
る
の
を
茂
る
苑
と
い
い
、
母
君
は
既
に
亡
く
、
子
は
謗
ら
れ
て
い
る
の
を
枯
れ
た
苑
に
譬
え
た
の
で
す
」
と
い
っ
た
）
つ
ま
り
優
施
は
時
勢
を
得
て
い
る
驪
姫
母
子
の
味
方
に
な
る
こ
と
を
里
克
に
婉
曲
的
に
勧
誘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
宴
の
後
、
辞
し
去
っ
た
優
施
を
夜
中
に
再
び
呼
ん
だ
里
克
は
、
献
公
が
驪
姫
に
対
し
て
太
子
を
殺
し
て
奚
斉
を
立
て
る
こ
と
を
許
諾
さ
れ
た
か
否
か
を
再
度
問
い
質
し
て
確
認
し
、
自
身
と
し
て
は
君
命
に
則
し
て
太
子
を
殺
す
に
は
忍
び
な
く
、
ま
た
事
情
に
通
じ
な
が
ら
そ
知
ら
ぬ
振
り
で
従
来
通
り
の
交
際
も
し
兼
ね
る
と
し
て
、
進
退
窮
ま
っ
た
里
克
は
、
中
立
を
守
れ
ば
こ
の
窮
地
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
優
施
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
優
施
は
で
き
る
と
答
え
た
（
注
）。
結
局
中
立
を
守
っ
た
里
克
は
、
仮
病
を
装
っ
て
朝
廷
に
は
出
仕
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
驪
姫
に
よ
る
申
生
の
亡
母
斉
姜
の
供
え
物
に
毒
を
盛
る
策
謀
は
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
優
施
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
の
記
述
か
ら
見
る
に
、
或
い
は
作
者
は
こ
の
人
物
を
狂
言
回
し
と
し
て
登
場
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
驪
姫
の
黒
子
と
し
て
の
そ
の
策
謀
は
、
人
間
心
理
を
巧
み
に
読
み
取
り
、
こ
れ
を
操
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
。
策
謀
の
中
心
に
居
な
が
ら
、
只
管
こ
の
優
施
に
策
を
聞
き
、
指
示
に
沿
っ
て
動
く
だ
け
の
驪
姫
と
は
対
照
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
優
施
の
人
物
像
は
概
ね
策
謀
家
と
し
て
の
悪
辣
姑
息
な
印
象
に
覆
わ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
件
で
は
里
克
の
臣
下
と
し
て
の
苦
悩
に
一
定
の
理
解
を
示
し
、
中
立
を
許
容
す
る
度
量
を
見
せ
て
、
い
わ
ば
悪
党
に
一
点
の
人
間
的
深
み
を
添
加
し
て
い
る
。
こ
れ
を
推
す
に
、
作
者
は
こ
の
人
物
を
単
に
腹
黒
く
晋
国
の
内
紛
を
密
か
に
楽
し
も
う
と
す
る
悪
意
だ
け
の
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
る
訳
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
限
り
な
く
虚
構
に
近
い
存
在
な
が
ら
も
「
免
」
の
一
言
で
敵
に
塩
を
送
る
人
間
性
を
加
え
、
悪
人
の
心
に
多
面
性
を
纏
わ
せ
た
そ
の
筆
は
、
恐
ら
く
作
者
の
も
つ
人
間
観
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
國
語
』
は
『
左
傳
』
に
比
べ
る
と
諸
国
の
資
料
を
収
集
し
た
も
の
と
し
て
雑
多
で
あ
り
、
宗
教
的
と
も
野
生
的
と
も
い
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
小
説
的
な
面
白
さ
も
覗
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
優
施
の
役
ど
こ
ろ
は
驪
姫
の
傀
儡
師
と
し
て
、
い
わ
ば
悪
女
の
背
後
に
あ
る
が
、
事
が
動
き
だ
し
て
か
ら
は
姿
が
消
え
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
人
間
心
理
を
細
や
か
に
読
み
取
る
策
士
に
指
示
さ
れ
て
、
『
左
傳
』
の
記
事
同
様
に
事
は
動
く
が
、
驪
姫
は
申
生
に
亡
母
を
祭
ら
せ
、
そ
の
供
え
物
を
送
ら
せ
、
こ
れ
に
密
か
に
毒
を
盛
っ
て
お
い
て
か
ら
献
公
に
勧
め
さ
せ
、
毒
を
露
見
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
事
の
意
外
な
展
開
に
驚
愕
し
た
申
生
は
居
城
の
曲
沃
に
逃
げ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
後
直
に
『
左
傳
』
で
は
申
生
の
自
殺
が
記
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
『
國
語
』
で
は
、
逃
げ
た
申
生
を
驪
姫
が
追
い
訪
れ
、
申
生
に
会
い
、
泣
い
て
そ
の
不
敬
不
孝
を
難
詰
す
る
場
面
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
記
事
は
こ
の
後
に
申
生
の
縊
死
が
続
く
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
た
か
も
驪
姫
の
こ
の
行
為
が
申
生
の
死
の
原
因
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
驪
見
申
生
而
哭
之
、
曰
、


之
、
況
國
人
乎
。

而
求
好
人
、
人
孰
好
之
。

以
求
利
人
、
人
孰
利
之
。
皆
民
之
惡
也
、
以
長
生
。
驪

	、
申
生
乃
雉
經
于
新

之
。
（
略
）
（
驪
姫
は
曲
沃
に
行
っ
て
、
申
生
に
会
い
、
泣
い
て
言
っ
た
。
「
父
君
を
残
忍
に
殺
そ
う
と
す
る
者
が
ど
う
し
て
国
民
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
父
君
に
対
し
て
残
忍
で
あ
り
な
が
ら
、
人
か
ら
は
好
か
れ
た
い
と
し
て
も
、
誰
が
そ
ん
な
人
物
を
好
き
に
な
り
ま
し
―46―
ょ
う
。
父
君
を
殺
し
て
人
に
利
を
与
え
よ
う
と
し
て
も
、
人
は
そ
う
し
た
利
を
求
め
は
し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
者
は
民
か
ら
嫌
わ
れ
る
だ
け
で
、
と
て
も
生
き
長
ら
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
ま
い
」
と
。
驪
姫
は
去
り
、
申
生
は
新
城
の
で
縊
死
し
て
果
て
た
）
こ
こ
に
は
、
人
の
よ
い
太
子
に
婉
曲
的
に
且
つ
執
拗
に
死
を
迫
る
継
母
驪
姫
の
姿
が
彷
彿
す
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
行
動
は
状
況
的
に
見
て
も
、
ま
た
他
書
に
こ
う
し
た
記
述
が
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
、
恐
ら
く
は
驪
姫
の
悪
女
ぶ
り
を
強
調
す
る
意
味
で
設
定
さ
れ
た
虚
構
の
可
能
性
が
強
い
。
そ
し
て
『
國
語
』
は
更
に
濃
厚
に
驪
姫
の
悪
辣
さ
を
次
の
よ
う
に
記
す
。
驪


太
子
申
生
、
譖
二
公
子
曰
、
重
耳
夷
吾
、
與
知
共
君
之
事
。
（
驪
姫
は
太
子
申
生
を
殺
し
た
後
に
、
更
に
二
公
子
を
讒
言
し
て
、
「
重
耳
も
夷
吾
も
共
君
（
亡
く
な
っ
た
申
生
の
諡
）
の
し
た
事
を
知
っ
て
お
り
ま
し
た
」
と
言
っ
た
）
こ
こ
で
は
驪
姫
が
太
子
申
生
を
殺
し
た
と
明
記
し
て
い
る
が
、
『
左
傳
』
僖
公
五
年
の
経
文
に
は
「
春
、
晉
侯
其
世
子
申
生
。
」
と
記
し
て
、
春
秋
三
伝
は
概
ね
内
訌
の
責
任
者
を
献
公
と
指
弾
し
て
お
り
（
注
）、
ま
た
後
述
す
る
『
記
』
に
も
驪
姫
を
殺
人
者
と
断
定
す
る
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
件
の
後
、
共
謀
者
の
嫌
疑
を
受
け
た
重
耳
と
夷
吾
の
異
腹
の
兄
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
国
に
逃
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
兄
重
耳
と
同
じ
狄
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
夷
吾
に
対
し
て
、
大
夫
の
冀

（
注
	）が
兄
と
同
じ
国
に
逃
げ
る
の
で
は
共
謀
者
と
見
做
さ
れ
て
し
ま
う
と
反
対
し
、
そ
の
点
、
梁
は
夷
吾
の
異
腹
の
姉
が
嫁
い
で
い
る
秦
国
に
近
く
、
献
公
亡
き
後
の
後
継
に
つ
い
て
、
こ
の
姉
の
国
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
驪
姫
も
こ
の
秦
穆
夫
人
を
恐
れ
憚
っ
て
、
後
悔
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
く
る
に
違
い
な
い
と
判
断
し
て
、
梁
国
を
頼
る
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
と
進
言
し
た
こ
と
で
、
結
局
、
梁
に
逃
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
注

）。
そ
し
て
二
年
を
経
て
こ
の
大
夫
の
予
言
は
的
中
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
倫理
観

太
子
申
生
が
驪
姫
の
画
策
で
落
命
し
、
重
耳
夷
吾
も
そ
れ
ぞ
れ
他
国
に
出
奔
し
た
が
や
が
て
ま
も
な
く
事
態
は
変
わ
る
。
そ
れ
に
は
国
家
の
将
来
を
憂
慮
す
る
家
臣
達
の
中
で
も
里
克
と
い
う
大
夫
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
居
二
年
、
驪

閹
楚
以
環
釋
言
。
四
年
、
復
爲
君
。
（
二
年
経
っ
て
、
驪
姫
は
宦
官
の
楚
を
差
し
向
け
て
玉
環
を
贈
り
、
こ
と
の
言
い
訳
（
注
）を
さ
せ
た
。
四
年
後
、
夷
吾
は
帰
国
を
果
た
し
、
晋
の
国
君
と
し
て
立
つ
こ
と
が
出
来
た
）
二
十
六
年
、
献
公
が
亡
く
な
る
と
、
大
夫
の
里
克
が
奚
斉
と
卓
子
と
を
殺
し
、
ま
た
驪
姫
も
殺
さ
れ
た
。
里
克
の
奚
斉
殺
害
は
彼
の
個
人
的
行
動
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
計
画
し
た
段
階
で
、
事
を
他
の
者
に
相
談
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
ず
太
子
奚
斉
の
傅
育
官
で
あ
る
荀
息
に
三
公
子
の
徒
で
太
子
殺
害
の
動
き
が
あ
る
が
こ
れ
に
加
担
す
る
か
ど
う
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
荀
息
は
亡
き
献
公
に
奚
斉
を
守
り
忠
貞
を
尽
く
す
と
誓
っ
た
こ
と
（
注
）を
挙
げ
て
、
こ
れ
を
断
っ
た
。
そ
こ
で
鄭
に
訊
く
と
、
彼
は
里
克
に
同
意
し
、
条
件
の
不
利
な
公
子
を
即
位
さ
せ
れ
ば
賄
賂
を
期
待
で
き
る
し
、
条
件
の
良
い
者
が
即
位
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
晋
国
を
思
い
の
儘
に
動
か
せ
る
と
い
っ
て
、
里
克
と
結
ん
で
勢
力
を
伸
ば
そ
う
と
の
野
心
の
一
端
を
吐
露
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
里
克
は
次
の
よ
う
に
応
じ
る
。
克
聞
之
。
夫
義
、
利
之
足
也
。
貪
、
怨
之
本
也
。
廢
義
則
利
不
立
。
厚
貪
則
怨
生
。
夫
孺
子
豈
獲
罪
於
民
。
將
以
驪
之
惑
蠱
君
、
而
誣
國
人
、
讒
羣
公
子
、
而
奪
之
利
、

君
亂
、
信
而
亡
之
、
無
罪
、
以
爲
侯
笑
、
百
姓
莫
不
有
藏
惡
於
其
心
中
、
恐
其
―47―
如
壅
大
川
、
潰
而
不
可
救
禦
也
。
是
故
將
奚
齊
、
而
立
公
子
之
在
外
、
以
定
民
弭
憂
、
於
侯
且
爲
援
。
庶
幾
曰
侯
義
而
撫
之
、
百
姓
欣
而
奉
之
、
國
可
以
固
。
今
君
而
賴
其
富
、
貪
且
反
義
。
貪
則
民
怨
、
反
義
則
富
不
爲
賴
。
賴
富
而
民
怨
、
亂
國
而
身
殆
、
懼
爲
侯
載
、
不
可
常
也
。

許
諾
。
於
是
奚
齊
卓
子
、
及
驪
、
而
君
于
秦
。
（
「
私
里
克
は
こ
の
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
義
と
は
利
の
足
で
あ
り
、
貪
は
怨
み
の
本
で
あ
る
と
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
義
を
棄
て
る
こ
と
に
な
る
と
利
は
立
た
ず
、
厚
く
貪
れ
ば
怨
み
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
幼
い
奚
斉
が
国
民
に
罪
を
犯
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寧
ろ
驪
姫
が
国
君
を
魅
惑
し
て
国
民
を
欺
き
諸
公
子
を
讒
言
し
、
彼
ら
の
利
益
を
奪
い
、
国
君
を
惑
わ
せ
、
そ
の
讒
言
を
信
じ
て
公
子
を
亡
命
さ
せ
、
罪
の
な
い
申
生
を
殺
し
て
諸
侯
の
嗤
い
者
と
な
り
、
百
姓
た
ち
も
心
中
に
悪
意
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
で
大
河
の
流
れ
を
塞
げ
ば
堤
防
が
決
壊
し
て
防
げ
な
く
な
る
の
を
心
配
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
奚
斉
を
殺
し
て
他
国
に
亡
命
中
の
公
子
を
立
て
、
国
民
の
心
配
を
鎮
め
、
諸
侯
の
援
助
を
獲
得
し
た
い
の
で
す
。
諸
侯
が
国
君
を
義
な
り
と
し
て
愛
し
、
国
民
が
国
君
と
し
て
喜
ん
で
戴
く
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
は
安
泰
で
す
。
し
か
し
あ
な
た
は
国
君
を
弑
し
て
富
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
義
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
富
を
貪
れ
ば
民
は
怨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
義
に
け
ば
富
は
利
益
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
国
が
乱
れ
れ
ば
身
が
危
う
く
、
諸
侯
の
史
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ま
す
。
と
て
も
こ
れ
を
常
道
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
。
鄭
は
納
得
し
、
そ
こ
で
里
克
は
奚
斉
	卓
子
と
驪
姫
を
殺
し
、
国
君
を
秦
に
請
う
た
の
で
あ
っ
た
）
里
克
の
言
葉
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
『
國
語
』
の
驪
姫
観
は
こ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
全
て
は
欲
に
駆
ら
れ
て
策
動
し
た
張
本
人
驪
姫
か
ら
発
し
た
と
の
見
解
と
考
え
ら
れ
る
。
幼
い
太
子
奚
斉
に
罪
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
国
君
を
惑
わ
し
、
太
子
申
生
を
殺
し
、
諸
侯
の
嗤
い
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
恥
を
述
べ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
心
を
失
い
、
全
て
の
秩
序
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
利
を
求
め
る
の
に
は
義
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
只
管
欲
の
み
に
走
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
す
る
。
利
欲
に
よ
り
国
の
乱
れ
を
生
じ
て
、
諸
侯
の
史
書
に
戒
め
と
し
て
書
き
記
し
伝
え
ら
れ
る
不
名
誉
を
担
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
の
で
あ
る
。
嘗
て
驪
姫
の
わ
が
子
を
太
子
に
擁
立
し
よ
う
と
し
た
画
策
に
優
施
を
通
じ
て
誘
わ
れ
た
時
、
中
立
を
保
ち
静
観
し
た
大
夫
里
克
が
、
こ
こ
で
は
迅
速
に
動
き
、
驪
姫
の
画
策
を
根
こ
そ
ぎ
排
除
し
て
、
晋
国
後
継
を
巡
る
動
向
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
（
注

）。
し
か
し
彼
も
ま
た
、
や
が
て
戻
っ
て
き
た
夷
吾
（
恵
公
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
功
労
を
評
価
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
却
っ
て
太
子
殺
し
の
罪
で
誅
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
驪
姫
の
最
期
は
こ
の
よ
う
に
厚
い
倫
理
観
を
も
っ
た
大
夫
里
克
の
手
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
が
こ
こ
で
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
他
書
の
場
合
、
そ
の
最
期
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
記
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
し
か
し
こ
こ
で
そ
の
死
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
は
、
他
書
よ
り
も
驪
姫
の
記
事
の
多
い
こ
と
で
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、『
國
語
』
は
晋
国
及
び
驪
姫
に
執
着
す
る
こ
と
で
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
つ
ま
り
は
女
戎
へ
の
警
戒
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
驪
姫
の
死
を
欲
と
の
因
果
関
係
に
よ
る
倫
理
的
必
然
の
帰
結
と
し
て
書
き
記
す
こ
と
は
、
予
言
と
結
末
の
因
果
関
係
を
重
視
す
る
『
國
語
』
の
一
つ
の
方
式
に
も
適
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
方
法
論
的
に
当
然
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
、『
記
』
の
記
録
と
こ
ろ
で
、
悪
女
と
し
て
の
驪
姫
像
は
後
の
史
書
で
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
記
』「
晉
世
家
第
九
」
か
ら
驪
姫
に
関
す
る
記
述
を
抜
粋
す
る
。
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獻
公
五
年
、
伐
驪
戎
。
得
驪

驪
弟
、
愛
幸
之
。
（
献
公
は
驪
戎
を
討
伐
し
て
驪
姫
と
そ
の
妹
を
得
て
こ
れ
を
寵
愛
し
た
）
十
二
年
、
驪
生
奚
齊
。
獻
公
意
廢
太
子
。
乃
曰
、
曲
沃
、
吾
先
宗

在
。
而
蒲
邊
秦
、
屈
邊
。
不
	

子
居
之
、
我
懼
焉
。
於
是
	太
子
申
生
居
曲
沃
、
公
子
重
耳
居
蒲
、
公
子
夷
吾
居
屈
。
獻
公
與
驪
子
奚
齊
居
絳
。
（
略
）
獻
公
子
八
人
。
而
太
子
申
生
重
耳
夷
吾
皆
賢
行
。
及
得
驪
。
乃
此
三
子
。
（
驪
姫
が
奚
斉
を
生
む
と
、
献
公
は
太
子
申
生
を
廃
し
て
驪
姫
の
子
奚
斉
を
擁
立
し
よ
う
と
の
気
持
を
も
っ
た
。
そ
こ
で
、
曲
沃
は
宗
の
地
で
あ
り
、
蒲
は
秦
に
接
し
、
屈
は
夷
狄
の
に
接
し
て
い
る
の
で
、
我
が
息
子
達
を
そ
れ
ら
に
居
城
さ
せ
な
け
れ
ば
心
配
で
あ
る
と
言
っ
た
。
そ
し
て
申
生
を
曲
沃
に
、
重
耳
を
蒲
に
、
夷
吾
を
屈
に
居
城
さ
せ
、
驪
姫
と
奚
斉
の
み
都
の
絳
に
住
ま
わ
せ
た
）
つ
ま
り
申
生
を
排
除
し
よ
う
と
の
企
み
は
、
こ
こ
で
は
驪
姫
の
画
策
よ
り
先
に
、
献
公
自
身
の
心
の
中
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
国
境
の
守
備
に
就
か
せ
る
名
目
で
三
公
子
を
辺
境
に
追
い
遣
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
驪
姫
を
得
て
か
ら
後
は
、
公
は
こ
れ
ら
の
三
公
子
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
に
、
こ
こ
で
は
晋
国
内
訌
の
首
謀
者
は
明
ら
か
に
献
公
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
が
驪
姫
に
よ
る
画
策
と
す
る
他
書
と
は
違
う
点
で
あ
る
。
さ
て
、
献
公
の
こ
う
し
た
意
思
は
、
太
子
申
生
の
身
の
上
に
過
酷
な
任
務
と
し
て
降
り
懸
か
る
。
献
公
は
、
十
六
年
に
二
軍
を
作
っ
た
時
、
申
生
を
下
軍
の
将
に
任
じ
、
征
伐
し
て
霍
魏
耿
を
亡
ぼ
し
た
。
そ
し
て
凱
旋
す
る
と
、
太
子
の
た
め
に
曲
沃
に
居
城
を
築
い
た
。
ま
た
十
七
年
に
は
太
子
申
生
に
東
山
を
伐
た
せ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
申
生
の
傅
育
官
里
克
は
、
太
子
は
嫡
嗣
と
し
て
国
君
出
征
中
の
国
家
の
留
守
を
守
り
、
祖
先
を
祭
祀
す
る
重
要
な
任
務
を
帯
び
て
い
る
の
で
あ
り
、
出
征
す
る
の
は
任
で
は
な
い
と
し
て
こ
れ
を
諫
め
た
。
と
こ
ろ
が
献
公
は
こ
れ
に
対
し
て
「
寡
人
有
子
。
未
知
其
太
子
誰
立
。
」
（
わ
し
は
子
が
た
く
さ
ん
居
る
の
で
ま
だ
誰
を
太
子
に
立
て
る
の
か
決
め
て
い
な
い
。
）
と
応
じ
た
と
記
し
て
い
る
。
献
公
の
申
生
に
対
す
る
気
持
に
は
、
か
な
り
冷
め
た
も
の
が
あ
っ
た
（
注
）と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
や
が
て
そ
の
こ
と
を
驪
姫
に
明
か
し
た
の
で
あ
っ
た
。
十
九
年
、
獻
公
私
謂
驪
曰
、
吾
欲
廢
太
子
、
以
奚
齊
代
之
。
驪
泣
曰
、
太
子
之
立
、

侯
皆
已
知
之
、
而
數
將
兵
、
百
姓
附
之
。
奈
何
以
賤
妾
之
故
、
廢
立
庶
。
君
必
行
之
、
妾
自
也
。
驪
詳
譽
太
子
、
而
陰
令
人
譖
惡
太
子
、
而
欲
立
其
子
。
（
献
公
は
密
か
に
驪
姫
に
対
し
て
太
子
申
生
を
廃
し
、
奚
斉
を
太
子
に
擁
立
し
た
い
と
語
っ
た
。
驪
姫
は
泣
き
な
が
ら
、
「
太
子
が
既
に
居
ら
れ
、
諸
侯
も
皆
こ
れ
を
知
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
し
ば
し
ば
兵
を
率
い
て
戦
い
に
も
出
掛
け
、
皆
の
者
が
こ
れ
に
従
っ
て
お
り
ま
す
の
に
、
何
で
私
の
よ
う
な
卑
し
い
妾
ご
と
き
の
た
め
に
、
嫡
子
を
廃
し
て
庶
子
を
立
て
よ
う
と
な
さ
る
の
で
す
か
、
殿
が
ど
う
し
て
も
そ
う
な
さ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
私
は
自
殺
い
た
し
ま
す
」
と
。
驪
姫
は
詳
し
く
太
子
の
功
績
を
褒
め
な
が
ら
、
し
か
し
陰
で
は
人
を
使
っ
て
謗
ら
せ
、
わ
が
子
を
こ
れ
に
替
え
よ
う
と
し
た
）
こ
こ
で
も
前
段
の
引
用
に
続
い
て
公
が
密
か
に
申
生
を
廃
し
て
奚
斉
を
太
子
に
立
て
た
い
と
の
思
い
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
驪
姫
は
そ
れ
を
聞
い
て
も
直
に
は
喜
ば
ず
、
寧
ろ
泣
き
な
が
ら
、
献
公
の
提
示
し
た
奚
斉
擁
立
に
対
し
て
困
惑
の
体
で
辞
退
を
装
い
、
表
面
上
は
太
子
申
生
を
褒
め
て
謙
の
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
も
、
そ
の
実
、
裏
で
は
人
を
遣
っ
て
太
子
を
讒
言
さ
せ
、
密
か
に
わ
が
子
の
太
子
即
位
を
欲
し
た
の
で
あ
っ
た
と
、
内
訌
の
因
素
と
し
て
の
驪
姫
の
欲
望
に
つ
い
て
も
明
記
し
て
い
る
。
『
記
』
の
描
写
は
緻
密
で
あ
る
。
献
公
を
首
謀
者
と
断
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
傍
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ら
に
表
面
で
は
恭
順
を
繕
い
装
い
つ
つ
、
そ
の
陰
で
は
わ
が
子
の
擁
立
を
陰
謀
す
る
老
獪
な
驪
姫
の
存
在
を
記
す
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
こ
に
は
、
具
体
的
な
動
き
の
不
明
な
二
五
へ
の
言
及
も
な
け
れ
ば
、
面
妖
な
存
在
と
し
て
の
優
施
の
名
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ば
驪
姫
の
一
人
舞
台
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遂
に
一
つ
の
計
画
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
一
年
、
驪
謂
太
子
曰
。
君
夢
見
齊
姜
。
太
子
祭
曲
沃
。
歸
釐
於
君
。
（
驪
姫
は
太
子
に
言
っ
た
。
「
殿
が
亡
き
斉
姜
様
の
こ
と
を
夢
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
太
子
は
速
や
か
に
曲
沃
で
お
祭
り
を
な
さ
い
ま
せ
。
そ
し
て
供
物
を
殿
に
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
せ
（
注
）」）
驪
姫
は
申
生
に
亡
き
母
を
祭
る
よ
う
に
伝
え
、
そ
の
供
物
が
献
公
に
献
上
さ
れ
た
時
、
こ
れ
ら
に
毒
の
仕
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
す
る
が
、
驪
姫
は
毒
を
仕
掛
け
た
の
を
申
生
の
仕
業
と
し
て
次
の
よ
う
に
詰
る
。
驪
泣
曰
、
太
子
何
也
。
其
而
欲
弑
代
之
。
况
他
人
乎
。
且
君
老
矣
。
旦
暮
之
人
、
曾
不
能
待
。
而
欲
弑
之
。
謂
獻
公
曰
。
太
子
以
然
、
不
以
妾
及
奚
齊
之
故
。
妾
願
子
母
辟
之
他
國
。
若
早
自
	。
毋
徒

母
子
爲
太
子
魚
肉
也
。
（
涙
な
が
ら
に
申
生
に
対
し
て
「
命
旦
夕
に
迫
っ
た
老
父
を
殺
し
て
ま
で
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
り
た
い
の
で
す
か
。
」
と
そ
の
親
不
孝
を
責
め
、
他
方
、
献
公
に
対
し
て
は
、
「
申
生
殿
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
自
分
た
ち
母
子
が
い
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
も
は
や
私
共
母
子
は
他
国
へ
亡
命
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
自
殺
す
る
こ
と
を
許
し
て
も
ら
う
外
あ
り
ま
せ
ん
。
私
共
母
子
を
魚
肉
と
し
て
太
子
の
食
に
な
さ
い
ま
す
な
」
と
迫
っ
た
）
『
國
語
』
で
は
驪
姫
が
献
公
に
対
し
、
一
妾
の
た
め
に
一
国
を
誤
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
寧
ろ
逆
説
的
な
こ
と
ば
を
弄
し
て
迫
っ
た
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
太
子
を
取
る
か
自
分
達
母
子
を
取
る
か
と
二
者
択
一
的
に
迫
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
言
い
方
は
、
い
か
に
も
直
截
的
で
、
切
羽
詰
っ
た
驪
姫
の
覚
悟
が
透
い
て
見
え
る
半
面
、
『
國
語
』
の
よ
う
に
国
家
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
い
分
教
訓
臭
が
消
え
、
老
公
の
寵
愛
を
十
分
計
算
に
入
れ
た
女
の
甘
え
と
傲
慢
さ
の
色
合
い
が
濃
厚
で
、
驪
姫
像
に
老
公
を
色
香
で
迷
わ
せ
た
女
と
し
て
の
立
体
感
が
増
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
太
子
排
斥
に
向
け
て
攻
勢
を
強
め
る
驪
姫
の
前
に
、
一
方
の
太
子
申
生
は
為
す
術
も
な
く
、
ま
た
彼
の
重
大
な
危
機
に
対
し
て
、
先
述
の
重
耳
と
思
わ
れ
る
人
物
が
進
言
す
る
の
に
対
し
て
も
執
着
心
を
見
せ
る
こ
と
な
く
死
に
就
く
の
で
あ
る
。
或
謂
太
子
曰
、
爲
此
藥
乃
驪
也
。
太
子
何
不
自
辭
明
之
。
太
子
曰
、
吾
君
老
矣
。
非
驪
。
寢
不
安
。
食
不
甘
。
辭
之
。
君
且
怒
之
。
不
可
。
或
謂
太
子
曰
。
可
奔
他
國
。
太
子
曰
。
被
此
惡
名
以
出
。
人
誰
我
。
我
自
	耳
。
十
二
月
戊
申
、
申
生
自
	於
新
。
（
あ
る
人
が
「
毒
薬
を
入
れ
た
の
は
驪
姫
で
す
。
太
子
は
何
故
弁
明
な
さ
ら
な
い
の
で
す
か
。」
と
言
っ
た
。
太
子
は
答
え
て
「
父
君
は
老
い
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
驪
姫
で
な
く
て
は
寝
食
こ
と
が
足
り
ま
せ
ん
。
事
の
次
第
を
話
せ
ば
、
父
君
は
驪
姫
に
対
し
て
怒
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
」
と
。
あ
る
人
が
「
他
国
に
亡
命
な
さ
る
べ
き
で
す
。
」
と
言
う
と
、
太
子
は
「
父
に
背
い
た
悪
名
を
蒙
っ
た
ま
ま
国
を
出
て
も
、
誰
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
自
殺
す
る
よ
り
外
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
答
え
、
十
二
月
二
十
七
日
に
太
子
申
生
は
新
城
で
自
殺
し
た
）
『
左
傳
』
で
は
こ
の
場
面
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
君
非
氏
居
不
安
。
食
不
。
我
辭
。
必
罪
。
君
老
矣
。
吾
不
樂
。
」
（
僖
公
四
年
）
と
記
し
、
自
分
が
申
し
述
べ
れ
ば
父
献
公
は
息
子
の
自
分
の
言
葉
を
信
じ
て
、
驪
姫
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
は
老
い
た
父
の
落
胆
が
心
配
さ
れ
る
し
、
自
分
と
し
て
も
楽
し
く
は
な
い
と
し
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て
申
生
の
親
思
い
の
心
情
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
不
可
」
と
の
み
記
し
て
、
『
左
傳
』
の
よ
う
な
父
の
心
に
自
分
の
心
を
重
ね
合
わ
せ
る
や
さ
し
さ
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
に
続
く
親
不
孝
の
悪
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
国
は
あ
る
ま
い
と
言
っ
た
と
す
る
文
言
は
、『
左
傳
』
で
は
「
君
實
不
察
其
罪
。
被
此
名
也
以
出
。
人
誰
我
。」
と
記
し
、
父
君
が
こ
と
の
真
相
を
察
知
で
き
ず
に
自
身
が
悪
名
を
被
っ
た
と
し
て
、
父
親
か
ら
の
誤
解
に
哀
感
を
滲
ま
せ
、
観
念
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
申
生
に
つ
い
て
の
父
君
へ
の
倫
理
観
も
心
情
分
析
も
な
く
、
「
我
自
耳
」
と
、
つ
ま
り
死
以
外
に
選
択
肢
は
な
い
の
だ
と
言
っ
た
と
の
み
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
関
係
を
重
視
し
憶
測
を
排
除
し
た
歴
史
官
の
視
線
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
て
こ
の
二
十
一
年
暮
れ
の
騒
動
の
折
、
重
耳
と
夷
吾
の
二
公
子
は
都
絳
に
来
て
い
た
。
此
時
重
耳
夷
吾
來
。
人
或
驪
曰
。
二
公
子
怨
驪
譖
太
子
。
驪
恐
。
因
譖
二
公
子
。
申
生
之
藥
胙
。
二
公
子
知
之
。
二
子
聞
之
恐
。
重
耳
走
蒲
。
夷
吾
走
屈
。
保
其
自
備
守
。
（
こ
の
時
、
重
耳
と
夷
吾
が
来
て
い
た
。
あ
る
人
が
驪
姫
に
、
「
二
人
の
公
子
は
驪
姫
様
が
中
傷
し
て
太
子
を
殺
し
た
と
恨
ん
で
お
り
ま
す
。
」
と
告
げ
た
。
驪
姫
は
恐
れ
て
、
先
手
を
打
っ
て
二
公
子
の
こ
と
を
、
申
生
が
供
物
に
毒
を
仕
込
ん
だ
こ
と
を
二
人
は
知
っ
て
い
た
と
讒
言
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
聞
い
た
二
人
は
恐
れ
て
重
耳
は
蒲
に
、
夷
吾
は
屈
に
逃
げ
帰
り
、
城
の
守
り
を
固
め
た
。）
『
左
傳
』
で
は
「

譖
二
公
子
。
曰
皆
知
之
。」
と
の
み
記
し
、
驪
姫
が
一
網
打
尽
的
に
一
挙
に
三
公
子
を
排
斥
し
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
『
	記
』
に
は
、
先
ず
太
子
申
生
を
消
し
去
っ
た
と
こ
ろ
、
他
の
二
公
子
の
怨
み
を
告
げ
る
者
が
い
て
、
狼
狽
し
た
驪
姫
が
倉
皇
と
し
て
次
の
手
を
打
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
う
が
状
況
か
ら
見
て
事
か
ら
事
へ
の

が
り
が
よ
り
必
然
的
で
あ
り
、
驪
姫
像
と
し
て
も
事
態
に
遭
遇
し
て
慌
た
だ
し
く
策
を
練
る
一
人
の
人
物
像
が
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
	記
』
は
史
書
で
あ
り
文
学
書
で
あ
る
と
の
高
い
評
価
を
も
つ
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
描
写
を
見
る
と
、
こ
う
し
た
事
か
ら
事
へ
の

ぎ
の
緻
密
な
描
写
が
時
の
経
過
に
沿
っ
て
流
れ
を
作
り
、
そ
う
し
た
流
紋
か
ら
人
間
の
歴
史
の
営
み
に
必
然
性
と
い
う
あ
る
種
の
パ
タ
ー
ン
が
現
れ
て
く
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
	記
』
全
体
を
覆
う
精
密
な
人
間
観
察
か
ら
来
る
人
間
観
と
語
り
口
の
論
理
性
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
次
に
は
先
の
二
子
の
出
奔
に
つ
い
て
、
左
の
よ
う
に
記
す
。
二
十
二
年
、
獻
公
怒
二
子
不
辭
而
去
、
果
謀
矣
。
乃
兵
伐
蒲
。
（
略
）
重
耳
奔
。
（
父
君
に
辞
去
す
る
礼
を
欠
い
て
去
っ
た
の
は
父
に
対
す
る
陰
謀
が
あ
っ
た
証
拠
だ
と
し
て
献
公
は
怒
り
、
追
討
の
兵
を
派
遣
し
た
。）
二
十
三
年
、
獻
公
發
賈
華
等
伐
屈
。
屈
潰
。
夷
吾
將
奔
。
（
略
）
奔
梁
。
（
献
公
は
遂
に
賈
華
を
派
遣
し
て
、
屈
を
討
伐
し
、
屈
の
兵
や
民
は
潰
走
し
た
。
夷
吾
は

に
亡
命
し
よ
う
と
し
た
が
、
（
略
）
結
局
梁
に
奔
っ
た
）
夷
吾
は
最
初
に
兄
重
耳
と
同
じ
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
が
、
重
耳
と
と
も
に
討
た
れ
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
進
言
が
あ
り
、
結
局
梁
に
逃
れ
た
。
こ
う
し
て
優
秀
な
三
公
子
を
失
っ
た
晋
国
の
状
態
は
不
安
定
と
な
り
、
そ
れ
は
正
し
く
驪
姫
の
術
中
に
嵌
っ
て
猜
疑
心
に
絡
め
取
ら
れ
た
老
公
の
無
残
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
、
女
戎
説
に
従
え
ば
、
驪
姫
に
と
っ
て
は
わ
が
子
の
た
め
に
も
亡
国
の
祖
先
達
の
た
め
に
も
手
繰
り
寄
せ
た
絶
好
の
機
会
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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二
十
五
年
、
驪
弟
生
悼
子
。
驪
姫
の
妹
が
卓
子
を
生
ん
だ
。
『
左
傳
』
で
は
「
卓
子
」
と
記
し
て
い
る
。
注
2に
記
し
た
が
、『
公
羊
傳
』『
穀
梁
傳
』
で
は
卓
子
は
驪
姫
の
子
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
晋
は
強
国
と
し
て
の
勢
い
の
中
に
あ
っ
た
が
、
献
公
に
は
終
焉
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
秋
九
月
、
獻
公
卒
。
（
略
）
十
月
、
里
克
奚
齊
于
喪
次
。
獻
公
未
葬
也
。
荀
息
將
死
之
。
或
曰
。
不
如
立
奚
齊
弟
悼
子
而
傅
之
。
荀
息
立
悼
子
、
而
葬
獻
公
。
十
一
月
、
里
克
弑
悼
子
于
。
荀
息
死
之
。
（
二
十
六
年
、
秋
九
月
に
献
公
が
亡
く
な
っ
た
。
十
月
に
は
奚
斉
が
大
夫
里
克
に
よ
っ
て
喪
屋
で
殺
さ
れ
た
。
時
に
未
だ
献
公
を
葬
っ
て
い
な
か
っ
た
。
傅
育
官
の
荀
息
が
殉
死
し
よ
う
と
し
た
が
、
あ
る
人
が
、「
奚
斉
様
の
弟
君
悼
子
様
を
立
て
て
お
仕
え
し
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
言
っ
た
の
で
、
荀
息
は
悼
子
を
立
て
て
、
献
公
を
葬
っ
た
。
十
一
月
に
は
里
克
が
朝
廷
内
で
悼
子
を
弑
し
た
。
荀
息
は
こ
れ
に
殉
じ
た
。）
献
公
が
亡
く
な
る
と
、
直
ち
に
里
克
に
よ
っ
て
先
ず
奚
斉
が
殺
さ
れ
、
後
継
と
し
て
立
っ
た
卓
子
も
殺
さ
れ
た
。
こ
こ
に
国
君
と
な
る
べ
き
二
人
の
公
子
は
献
公
の
死
を
追
う
よ
う
に
し
て
没
し
、
驪
姫
の
画
策
は
遂
に
水
泡
に
帰
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
内
訌
の
責
任
者
と
し
て
の
重
大
人
物
驪
姫
そ
の
人
の
最
期
に
つ
い
て
は
『
記
』
に
も
『
左
傳
』
同
様
記
述
が
な
い
。
『
記
』
の
驪
姫
に
関
す
る
記
述
は
、
晋
国
内
訌
の
原
因
を
驪
姫
よ
り
も
寧
ろ
献
公
の
側
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
司
馬
氏
は
驪
姫
の
人
物
の
老
獪
さ
は
語
っ
て
い
て
も
、
彼
女
に
政
治
的
責
任
を
問
う
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
分
、
他
書
に
比
べ
る
と
、
司
馬
氏
の
記
述
は
必
ず
し
も
驪
姫
を
悪
女
と
し
て
指
弾
す
る
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
、『
列
女
傳
』
の
記
録
前
漢
末
、
劉
向
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
列
女
傳
』
は
、
驪
姫
を
悪
女
に
定
着
さ
せ
る
の
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
と
い
え
る
。
驪
姫
は
「
嬖
傳
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
驪
姫
は
完
全
に
悪
女
と
し
て
歴
史
的
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
点
が
他
書
と
比
べ
て
特
徴
的
な
の
か
、
女
訓
書
の
特
性
に
鑑
み
な
が
ら
、
そ
う
し
た
点
を
見
て
み
た
い
。
驪
欲
立
奚
齊
、
乃
與
弟
謀
曰
、
一
不
、
其
閒
用
刀
。
太
子
與
二
公
子
、
而
可
閒
也
。
（
驪
姫
は
わ
が
子
奚
斉
を
太
子
に
立
て
よ
う
と
し
て
妹
と
謀
り
、
太
子
申
生
や
他
の
公
子
が
朝
廷
に
来
な
い
そ
の
隙
に
彼
ら
を
献
公
の
下
か
ら
追
い
払
お
う
と
し
た
）
こ
こ
に
は
妹
と
共
謀
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
妹
に
関
し
て
は
、
他
書
の
場
合
は
概
ね
姉
驪
姫
と
共
に
献
公
に
寵
愛
を
受
け
た
人
物
で
あ
り
、
卓
子
を
生
ん
だ
と
す
る
の
み
で
、
特
に
彼
女
の
言
行
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
劉
氏
は
こ
こ
で
、
彼
女
も
共
謀
者
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
妹
に
姉
の
共
謀
者
と
し
て
の
意
思
と
行
動
を
付
加
し
、
こ
こ
に
今
一
人
の
亡
ぼ
さ
れ
た
驪
戎
の
怨
念
を
秘
め
た
女
戎
存
在
を
鮮
明
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
驪
姫
女
戎
説
が
補
強
さ
れ
強
調
さ
れ
る
効
果
を
齎
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
驪
姫
は
わ
が
子
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
子
を
太
子
に
立
て
た
い
と
の
欲
望
に
駆
ら
れ
、
公
を
説
得
し
て
既
に
居
る
太
子
申
生
を
曲
沃
に
、
重
耳
を
蒲
に
、
夷
吾
を
屈
に
と
、
何
れ
も
都
絳
か
ら
は
遠
い
辺
境
の
地
に
移
ら
し
め
た
。
こ
う
し
て
太
子
と
二
公
子
と
を
献
公
か
ら
遠
ざ
け
る
と
、
夜
毎
泣
く
よ
う
に
な
り
、
公
に
そ
の
理
由
を
問
わ
れ
て
、
驪
姫
は
巧
妙
に
次
の
よ
う
に
説
く
。
「
太
子
申
生
が
人
民
を
愛
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
父
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君
で
あ
ら
れ
る
殿
が
私
を
寵
愛
し
て
人
民
か
ら
非
難
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
必
ず
や
太
子
は
人
民
の
た
め
に
と
い
う
理
由
で
殿
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
（
注
）」
と
。
そ
こ
で
公
が
人
民
は
愛
し
て
も
父
を
愛
さ
な
い
と
い
う
の
か
と
問
う
と
、
驪
姫
は
再
び
次
の
よ
う
に
説
く
。
爲
民
與
爲
異
。
夫
君
利
民
、
民
孰
不
戴
。
苟
利
而
得
寵
、
除
亂
而

、
孰
不
欲
焉
。
雖
其
愛
君
、
欲
不
也
。
（
民
の
た
め
に
す
る
こ
と
と
父
の
た
め
に
す
る
こ
と
は
違
い
ま
す
。
父
君
を
殺
し
て
民
に
良
い
思
い
を
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
民
は
そ
の
人
物
を
戴
こ
う
と
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
共
に
良
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
乱
が
除
か
れ
て
民
衆
が
喜
ぶ
な
ら
ば
、
誰
が
そ
れ
を
望
ま
な
い
者
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
父
君
を
愛
し
て
い
て
も
、
こ
の
欲
望
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
ま
す
ま
い
）
複
雑
な
太
子
の
心
理
を
如
何
に
も
そ
れ
ら
し
く
説
い
て
み
せ
る
こ
う
し
た
驪
姫
の
こ
と
ば
を
聞
い
て
、
公
は
動
揺
し
、
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
を
問
う
た
。
公
懼
曰
、
奈
何
而
可
。
驪
曰
、
君
何
不
老
而
授
之
政
。
彼
得
政
而
治
之
、
殆
將
釋
君
乎
。
公
曰
、
不
可
。
吾
將
圖
之
。
由
此
疑
太
子
。
（
献
公
は
懼
れ
て
「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
言
っ
た
。
驪
姫
が
言
う
の
に
、
「
殿
は
何
故
老
齢
を
理
由
に
し
て
政
権
を
太
子
に
譲
ら
れ
な
い
の
で
す
か
。
太
子
は
政
権
を
得
て
自
分
が
統
治
な
さ
る
よ
う
に
な
れ
ば
君
を
お
許
し
に
な
ら
れ
ま
し
ょ
う
に
」
と
。
献
公
は
い
っ
た
、
「
な
ら
ぬ
。
私
は
こ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
。
」
と
。
こ
れ
よ
り
後
、
献
公
は
太
子
を
疑
う
よ
う
に
な
っ
た
）
こ
こ
で
は
太
子
の
思
惑
を
驪
姫
か
ら
聞
い
て
懼
れ
た
献
公
は
、
こ
れ
よ
り
後
は
太
子
申
生
を
疑
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
献
公
は
こ
れ
以
前
に
は
特
に
太
子
排
斥
の
心
算
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
驪
姫
が
首
謀
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
『
國
語
』
や
『
	記
』
が
献
公
に
よ
る
太
子
排
斥
を
唱
え
る
の
と
は
趣
が
違
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
驪
姫
は
い
よ
い
よ
具
体
的
な
離
反
策
を
企
て
、
こ
れ
を
実
行
に
移
す
が
、
事
件
の
経
緯
は
『
左
傳
』
や
他
書
に
記
録
す
る
と
こ
ろ
と
同
じ
で
、
亡
き
母
を
祭
ら
せ
、
そ
の
供
物
を
父
君
献
公
に
献
上
さ
せ
、
盛
っ
た
毒
を
露
見
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

罪
に
驚
く
申
生
を
諫
め
る
次
の
場
面
が
続
く
。
驪
乃
仰
天
叩
心
而
泣
、
見
申
生
哭
曰
、
嗟
乎
、
國
子
之
國
。
子
何
爲
君
。

恩
、
之
。
况
國
人
乎
。
弑
以
求
利
、
人
孰
利
之
。
（
驪
姫
は
胸
を
叩
い
て
慟
哭
し
、
「
こ
の
国
は
そ
な
た
の
国
で
あ
る
の
に
、
な
に
を
焦
っ
て
父
君
を
廃
し
て
国
君
に
な
ろ
う
と
す
る
の
で
す
か
。
父
君
の
御
恩
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
父
君
に
酷
い
こ
と
を
す
る
と
い
う
の
で
は
、
国
民
に
対
し
て
も
酷
い
こ
と
を
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
父
君
を
弑
し
て
良
い
思
い
を
し
よ
う
と
し
て
も
誰
が
そ
れ
を
よ
し
と
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
た
（
注
））
事
態
の
展
開
に
困
惑
し
、
倉
皇
と
し
て
曲
沃
に
戻
っ
た
申
生
に
対
し
、
太
傅
の
里
克
が
父
君
に
釈
明
し
な
い
と
生
き
て
は
行
け
な
い
と
進
言
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
太
子
申
生
は
、
父
君
は
老
齢
で
あ
り
、
も
し
自
分
が
釈
明
し
て
寵
愛
す
る
驪
姫
が
死
ぬ
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
父
君
は
心
安
ら
か
で
は
い
ら
れ
ま
い
と
し
て
、
新
城
（
曲
沃
）
の
先
祖
の

（
注
）で
縊
死
し
て
果
て
た
。
献
公
は
守
役
の
杜
原
款
を
殺
し
、
重
耳
と
夷
吾
を
殺
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
重
耳
は
狄
に
、
夷
吾
は
梁
に
逃
れ
て
、
驪
姫
念
願
の
奚
斉
立
太
子
が
実
現
す
る
。
し
か
し
そ
れ
も
長
く
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
驪
姫
の
策
謀
に
終
焉
が
訪
れ
る
。
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獻
公
卒
。
奚
齊
立
。
里
克
之
。
卓
子
立
。
又
之
。
乃
戮
驪
姫
、
鞭
而
之
。
（
献
公
が
亡
く
な
っ
て
、
奚
斉
が
立
っ
た
が
、
里
克
が
奚
斉
を
殺
し
た
。
後
を
受
け
て
卓
子
が
立
っ
た
が
、
卓
子
も
殺
し
た
。
そ
こ
で
驪
姫
を
辱
し
め
、
市
中
で
鞭
打
っ
て
殺
し
た
）
こ
こ
で
は
驪
姫
の
死
に
つ
い
て
、
辱
め
ら
れ
て
市
中
で
鞭
打
た
れ
て
殺
さ
れ
た
と
記
す
が
、
こ
れ
は
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
無
残
さ
の
強
調
で
あ
る
。
既
に
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
國
語
』
で
は
里
克
に
よ
っ
て
奚
斉
卓
子
と
共
に
殺
さ
れ
た
と
の
み
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
『
左
傳
』
や
『
記
』
に
は
そ
う
し
た
記
述
が
な
い
。
驪
姫
の
最
期
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
事
実
関
係
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
に
し
て
も
、
状
況
的
に
は
殺
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
こ
に
記
す
よ
う
に
そ
の
死
が
辱
め
ら
れ
、
市
中
に
曝
さ
れ
、
鞭
打
た
れ
る
（
注
）と
い
う
形
の
結
末
で
は
、
あ
ま
り
に
も
屈
辱
的
で
無
残
極
ま
り
な
い
最
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
こ
れ
は
恐
ら
く
作
者
の
意
図
的
な
仕
業
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
も
そ
も
『
列
女
傳
』
が
女
訓
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
訓
戒
を
垂
れ
る
見
せ
し
め
の
意
味
が
濃
厚
に
働
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
う
し
た
お
ぞ
ま
し
い
過
剰
表
現
は
因
果
関
係
で
女
性
を
訓
導
す
る
上
に
お
い
て
極
め
て
恫
的
な
効
果
を
生
ん
だ
に
違
い
な
い
（
注
）。
し
か
し
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
驪
姫
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
の
上
に
お
い
て
も
、
そ
の
最
期
の
無
残
の
度
合
い
と
悪
女
の
度
合
い
の
比
例
を
印
象
付
け
る
の
に
効
果
を
発
揮
し
た
。
さ
て
女
訓
書
『
列
女
傳
』
は
、
驪
姫
に
つ
い
て
の
記
述
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
。
詩
曰
、

長
舌
、
惟
厲
之
階
。
	曰
、
哲
傾

。
此
之
謂
也
。
頌
曰
、
驪
繼
母
、
惑
亂
晉
獻
。
謀
譖
太
子
、
毒
酒
爲
權
。
果
弑
申
生
、
公
子
出
奔
。
身
	伏
辜
、
五
世
亂
昏
。
（
『
詩
經
』
に
「
女
の
長
口
舌
は
禍
に
進
む
階
で
あ
る
」
と
い
い
、
ま
た
「
小
賢
し
い
女
が
国
を
亡
ぼ
す
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
弁
舌
と
奸
智
で
国
を
大
乱
に
陥
れ
た
驪
姫
の
よ
う
な
女
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
頌
に
い
う
の
に
、
「
驪
姫
は
継
母
で
あ
る
。
晋
の
献
公
を
惑
わ
せ
、
謀
を
巡
ら
せ
て
太
子
を
謗
り
、
毒
酒
を
使
っ
て
太
子
を
陥
れ
た
。
果
た
し
て
申
生
を
弑
し
、
公
子
達
は
国
外
に
出
奔
し
た
。
驪
姫
自
身
も
罪
を
問
わ
れ
て
、
内
訌
は
五
代
に
及
ん
だ
」
と
）
作
者
劉
向
は
、
こ
の
希
代
の
悪
女
の
問
題
点
を
長
口
舌
と
小
賢
し
さ
に
集
約
し
、
こ
れ
こ
そ
五
代
に
も
亘
る
国
家
の
大
乱
を
齎
し
た
元
凶
と
し
て
、
婦
徳
に
悖
る
も
の
と
強
く
訓
戒
す
る
。
同
じ
く
悪
女
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
陳
の
夏
姫
が
口
才
も
な
く
、
奸
智
で
も
な
く
そ
の
美
貌
故
に
大
勢
の
男
を
亡
ぼ
し
た
の
に
比
べ
る
と
、
驪
姫
に
は
油
断
の
な
ら
な
い
人
物
と
し
て
の
名
状
し
が
た
い
不
気
味
さ
が
漂
う
が
、
こ
う
し
た
点
こ
そ
、
『
戰
國
策
』
の
著
者
で
も
あ
る
作
者
劉
向
の
恐
れ
た
、
王
朝
の
崩
壊
を
招
来
す
る
危
険
人
物
と
し
て
の
驪
姫
像
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
こ
そ
彼
は
最
大
級
の
無
残
さ
を
彼
女
の
人
生
の
最
後
に
用
意
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
お
わ
り
に
驪
姫
は
悪
女
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
『
左
傳
』
の
記
事
で
驪
姫
に
関
す
る
大
き
な
二
つ
の
事
件
を
基
本
と
し
て
、
他
書
に
つ
い
て
も
驪
姫
に
関
す
る
記
事
を
網
羅
的
に
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
が
ど
の
よ
う
に
彼
女
を
把
握
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
記
事
は
決
し
て
多
く
は
な
く
、
文
言
も
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
重
複
の
煩
雑
さ
を
敢
え
て
避
け
る
こ
と
な
く
、
事
件
と
描
写
を
追
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
が
微
妙
に
違
っ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
先
ず
姉
妹
と
い
わ
れ
る
『
國
語
』
を
見
て
み
た
が
、
驪
姫
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
左
傳
』
よ
り
は
る
か
に
詳
細
で
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
驪
姫
を
晋
国
内
訌
の
首
謀
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者
と
し
て
、
そ
の
動
機
を
晋
に
亡
ぼ
さ
れ
た
驪
戎
の
娘
と
し
て
の
亡
国
の
怨
み
か
ら
発
し
て
い
る
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
古
代
の
三
悪
女
に
連
な
る
事
例
に
照
ら
し
て
驪
姫
の
晋
国
内
訌
の
確
信
犯
と
し
て
の
責
任
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
特
徴
的
な
の
は
、
優
施
の
存
在
の
設
定
で
あ
る
。
歴
史
的
に
知
ら
れ
る
晋
国
内
訌
を
驪
姫
の
単
独
策
謀
と
す
る
の
で
は
荷
が
勝
ち
過
ぎ
る
と
の
判
断
が
働
い
た
の
か
ど
う
か
、
作
者
は
遂
に
こ
う
し
た
得
体
の
知
れ
な
い
黒
子
的
虚
構
の
存
在
を
考
え
付
い
た
の
で
あ
る
が
、
亡
国
か
ら
嫁
ぎ
、
晋
室
に
後
見
勢
力
を
も
た
な
か
っ
た
驪
姫
の
環
境
を
考
え
る
と
、
彼
女
の
野
心
に
何
ら
か
の
大
き
な
推
進
力
を
与
え
た
存
在
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
そ
う
し
た
憶
測
が
こ
う
し
た
人
物
を
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
雑
多
で
野
生
的
と
評
さ
れ
る
『
國
語
』
の
中
に
、
濃
密
な
倫
理
観
へ
の
執
着
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
驪
姫
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
存
在
に
つ
い
て
、
明
快
に
そ
の
人
物
特
定
を
し
た
の
が
『
記
』
で
あ
る
。
司
馬
氏
は
、
驪
姫
に
つ
い
て
も
悪
女
と
い
う
形
容
に
簡
単
に
偏
見
を
も
つ
こ
と
も
な
く
、
政
治
の
主
導
者
は
あ
く
ま
で
も
国
君
に
あ
り
と
し
て
、
基
本
的
に
は
晋
国
内
訌
の
責
任
を
献
公
に
問
う
て
い
る
。
こ
れ
は
歴
史
的
な
見
識
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
彼
は
同
時
に
、
驪
姫
の
存
在
の
及
ぼ
し
た
悪
影
響
に
も
言
及
し
て
お
り
、
希
代
の
冷
厳
な
歴
史
家
で
あ
り
、
ま
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
側
面
を
も
つ
こ
の
人
物
の
眼
差
し
か
ら
驪
姫
の
悪
女
と
し
て
の
輪
郭
が
完
全
に
消
去
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
最
後
に
『
列
女
傳
』
に
つ
い
て
、
劉
王
朝
に
連
な
る
劉
向
が
女
訓
書
と
し
て
著
し
た
の
が
『
列
女
傳
』
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
強
烈
な
危
機
感
の
下
に
驪
姫
を
悪
女
に
分
類
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
大
漢
帝
国
成
立
後
既
に
二
百
年
近
い
年
月
を
経
て
、
内
部
腐
敗
を
起
し
て
い
た
王
朝
家
で
は
あ
っ
た
が
、
王
朝
の
血
筋
に
連
な
る
と
い
う
矜
持
は
ま
た
中
華
意
識
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
意
識
が
こ
の
老
人
に
も
牢
固
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
こ
そ
国
家
に
混
乱
を
齎
し
た
亡
国
の
驪
戎
の
娘
驪
姫
は
許
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
如
実
に
窺
わ
れ
る
の
が
驪
姫
の
死
の
設
定
で
あ
る
。
女
性
に
と
っ
て
耐
え
難
い
屈
辱
的
な
最
期
を
用
意
し
、
し
か
も
そ
れ
は
「
嬖
傳
」
に
載
録
せ
ら
れ
た
女
性
達
の
中
で
、
最
も
残
酷
な
形
の
最
期
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
『
左
傳
』
の
驪
姫
像
は
、
他
書
と
比
較
す
る
と
、
驪
姫
へ
の
好
意
は
感
じ
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
眼
差
し
は
緩
や
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
比
較
的
客
観
的
な
態
度
は
、『
國
語
』
が
晋
国
の
記
録
に
近
い
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、『
列
女
傳
』
が
単
な
る
記
録
で
は
な
く
、
国
家
に
強
い
危
機
感
を
も
っ
た
人
物
に
よ
る
国
家
的
視
野
で
の
女
訓
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
書
と
も
に
明
確
な
教
導
的
意
図
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
『
左
傳
』
は
『
春
秋
』
の
解
説
書
で
あ
り
、
儒
教
的
倫
理
観
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
の
歴
史
的
解
釈
も
な
さ
れ
て
い
る
。
他
書
の
濃
厚
さ
に
比
べ
る
と
確
か
に
こ
と
女
性
に
つ
い
て
は
や
は
り
記
録
を
し
な
い
と
い
う
記
録
の
通
常
に
従
っ
た
も
の
と
し
て
の
薄
さ
を
感
じ
る
。
こ
れ
を
思
う
に
、
左
氏
に
と
っ
て
の
驪
姫
は
歴
史
の
流
れ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
は
『
記
』
の
姿
勢
に
似
る
。
記
録
的
に
は
叙
事
の
中
に
唐
突
に
一
群
の
会
話
体
が
挿
入
さ
れ
た
観
の
あ
る
驪
姫
へ
の
言
及
で
あ
る
。
い
わ
ば
左
氏
は
、
女
性
の
こ
と
は
記
録
し
な
い
と
い
う
常
道
に
で
き
る
だ
け
沿
う
つ
も
り
で
い
た
が
、
既
に
会
話
体
の
臨
場
感
を
具
備
し
た
比
較
的
充
実
し
た
資
料
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
援
用
し
た
結
果
、
他
の
女
性
に
比
べ
て
驪
姫
へ
の
言
及
が
破
格
に
多
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
左
氏
が
驪
姫
を
悪
女
と
し
て
認
識
し
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
左
氏
が
悪
女
説
を
伝
承
し
た
役
割
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
左
氏
の
意
図
で
あ
っ
た
か
否
か
は
決
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
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（
引
用
十
三
經
注
疏
（
藝
文
印
書
館
）
『
左
傳
』
『
公
羊
傳
』
『
穀
梁
傳
』
『
禮
記
』
、
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
『
國
語
』
、
瀧
川
亀
太
郎
著
『
記
會
注
考
證
』
（
洪
氏
出
版
社
）
、
『
列
女
傳
』（
廣
文
書
局
）
／
な
お
、
本
稿
中
の
「
公
」
の
書
体
に
つ
い
て
は
、「
公
」
に
統
一
し
た
。）
注
1
『
左
傳
』
荘
公
二
十
八
年
、
伝
文
の
驪
姫
の
杜
注
に
「
驪
戎
在
京
兆
新
豐
縣
。
其
君
姓
。
其
爵
男
也
。」
と
説
く
。
注
2
驪
姫
の
子
と
す
る
説
が
あ
る
。
『
公
羊
傳
』
僖
公
十
年
に
は
「
奚
齊
卓
子
驪
之
子
也
。」
と
記
し
、『
穀
梁
傳
』
の
同
年
に
は
「
晉
獻
公
伐
得
麗
。
獻
公
私
之

二
子
。
長
曰
奚
齊
。
稚
曰
卓
子
。
」
と
す
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
「
麗
」
と
称
し
て
お
り
、
の
出
身
と
す
る
。
注
3
『
左
傳
』
荘
公
二
十
八
年
、
伝
文
の
「
外
嬖
梁
五
與
東
關
嬖
五
」
の
杜
注
に
「
姓
梁
、
名
五
。
在
閨
闥
之
外
。
東
關
嬖
五
、
別
在
關
塞
、
亦
名
五
。
皆
大
夫
、
爲
獻
公
嬖
幸
、
聽
外
事
。
」
と
す
る
。
二
人
は
大
夫
で
献
公
側
近
の
気
に
入
り
の
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
注
4
『
左
傳
』
荘
公
二
十
八
年
、
伝
文
の
杜
注
に
二
を
「
言
二
人
	共
墾
傷
晉
室
若
此
。」
と
説
く
。
二
五
が
協
力
し
て
晋
室
を
傷
つ
け
た
こ
と
を
揶
揄
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
注
5
こ
こ
で
こ
の
記
述
を
『
國
語
』
の
場
合
と
比
較
し
て
み
た
い
。「
晉
語
一
」
に
い
う
。
「
夫
曲
沃
、
君
之
宗
也
、
蒲
與
二
屈
、
君
之
疆
也
、
不
可
以
無
主
。
宗
邑
無
主
、
則
民
不
威
、
疆
場
無
主
、
則

戎
心
、
戎
之
生
心
、
民
慢
其
政
、
國
之
患
也
。
若
太
子
主
曲
沃
、
而
二
公
子
主
蒲
與
屈
、
乃
可
以
威
民
而
懼
戎
、
且
旌
君
伐
。

	曰
、
狄
之
廣
莫
、
於
晉
爲
、
晉
之

土
、
不
亦
宜
乎
」
先
に
挙
げ
た
『
左
傳
』
の
文
言
と
並
べ
て
み
る
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
た
だ

か
に
傍
線
部
分
の
三
箇
所
の
み
が
違
っ
て
い
る
。
先
ず
傍
線
部
の
「
夫
」
は
「
そ
れ
」
と
い
い
、
発
語
を
表
す
。「
乃
」
は
「
す
な
わ
ち
」
接
続
を
表
し
、「
二
公
子
」
と
は
『
左
傳
』
で
は
「
重
耳
、
夷
吾
」
と
記
す
二
人
の
公
子
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
に
は
動
詞
的
機
能
は
な
く
、
前
述
の
文
章
と
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
二
書
の
文
言
の
一
致
は
、
『
左
傳
』
が
こ
う
し
た
『
國
語
』
の
文
言
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
注
6
『
左
傳
』
僖
公
四
年
の
伝
文
に
、
こ
こ
で
は
献
公
が
先
ず
占
卜
に
不
吉
と
出
た
が
従
わ
ず
、
次
に
筮
占
さ
せ
て
、
こ
れ
が
吉
と
出
た
こ
と
で
こ
ち
ら
に
従
っ
た
。
そ
こ
で
、
卜
と
筮
の
後
先
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
伝
文
の
杜
注
に
「
禮
筮
人
云
凡
國
之
大
事
、
先
筮
而
後
卜
」
を
引
い
て
、
『
禮
』
に
は
国
の
大
事
は
、
先
ず
筮
占
し
て
、
後
で
卜
す
る
と
い
う
が
、
後
の
文
に
「
桓
公
卜
季
友
、
晉
獻
公
卜
驪
、
晉
公
卜
王
、
趙
鞅
卜
救
、
皆
先
卜
而
後
筮
、
禮
言
其
正
法
耳
。
春
秋
之
世
、
臨
時
問
、
或
卜
或
筮
、
出
自
當
時
之
心
、
不
必
皆
先
筮
後
卜
」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
魯
の
桓
公
は
季
友
を
卜
し
、
晋
の
献
公
は
驪
姫
を
夫
人
に
立
て
よ
う
と
し
て
卜
し
、
文
公
は
王
に
納
ま
る
こ
と
を
卜
し
、
趙
鞅
は
鄭
を
救
済
す
る
こ
と
を
卜
し
た
。
い
ず
れ
も
先
に
卜
し
、
後
に
筮
占
し
て
い
る
。
『
禮
』
で
言
っ
て
い
る
の
は
正
法
で
あ
る
。
し
か
し
春
秋
の
世
で
は
占
い
を
す
る
者
は
、
あ
る
い
は
卜
し
た
り
筮
占
し
た
り
す
る
の
は
気
分
次
第
で
、
必
ず
し
も
先
に
筮
し
て
そ
れ
か
ら
後
に
卜
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
注
7
卜
人
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
杜
注
は
、「
」
に
つ
い
て
は
「
卜
兆
辭
」
と
、「
渝
」
は
「
變
也
」
と
、「
攘
」
は
「
除
也
」
と
、「
」
は
「
美
也
」
と
、「
薰
」
は
「
香
草
」
と
、「
蕕
」
は
「
草
、
十
年

。
言
、
善
易
。
惡
除
」（
よ
い
こ
と
は
消
え
や
す
く
、
悪
い
こ
と
は
除
き
に
く
い
）
と
説
く
。
注
8
こ
の
部
分
は
『
國
語
』
で
は
、
『
左
傳
』
に
三
倍
す
る
二
百
十
一
字
も
の
長
文
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
占
い
師
史
蘇
が
驪
姫
を
女
戎
（
女
の
兵
）
と
見
做
し
て
、
こ
れ
を
入
れ
る
と
国
内
に
乱
を
起
す
に
違
い
な
い
と
懸
念
す
る
場
面
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
『
國
語
』
で
は
早
い
段
階
で
重
厚
に
歴
史
的
な
女
戎
の
事
例
を
挙
げ
て
そ
の
事
へ
の
戒
め
を
述
べ
て
お
り
、
こ
の
予
言
が
的
中
し
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
『
左
傳
』
の
記
述
は
随
分
簡
単
に
な
っ
て
い
る
。
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注9
『
穀
梁
傳
』
僖
公
十
年
伝
文
に
は
驪
姫
が
夢
の
中
で
斉
姜
か
ら
訴
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
先
ず
、
「
吾
苦
畏
。
女
其
將
衞
士
而
往
衞
乎
」
と
。
恐
ろ
し
い
の
で
、
大
夫
に
い
っ
て
衛
士
に
墓
を
守
ら
せ
て
欲
し
い
と
告
げ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
夢
の
話
に
動
い
た
公
が
太
子
に
宮
を
造
営
さ
せ
る
と
、
今
度
は
「
吾
苦
飢
。
世
子
之
宮
已
、
則
何
爲
不
祠
也
。
」
と
。
空
腹
で
た
ま
ら
な
い
。
宮
は
完
成
し
た
が
供
物
が
な
い
と
飢
え
を
訴
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
注
10
こ
こ
で
は
「
或
謂
大
子
」
と
し
て
、
あ
る
人
と
い
い
、
申
生
に
亡
命
を
進
言
し
た
人
物
を
特
定
し
て
い
な
い
が
、
『
禮
記
』
檀
弓
上
第
三
に
は
「
晉
獻
公
將
其
世
子
申
生
。
公
子
重
耳
謂
之
曰
、
子
蓋
言
子
之
志
於
公
乎
」
（
晋
の
献
公
が
太
子
申
生
を
殺
そ
う
と
し
て
い
た
。
公
子
重
耳
は
太
子
に
「
あ
な
た
の
思
い
を
ど
う
し
て
父
君
に
申
し
上
げ
な
い
の
で
す
か
」
と
言
っ
た
）
と
し
て
、
こ
れ
を
異
腹
の
弟
重
耳
と
し
て
い
る
。
状
況
的
に
そ
の
特
定
は
無
理
が
な
い
が
、
こ
こ
で
記
名
を
憚
っ
て
い
る
の
は
、
『
左
傳
』
及
び
『
國
語
』
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
重
耳
即
ち
後
の
文
公
へ
の
厚
い
敬
意
が
働
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
注
11
『
穀
梁
傳
』
に
は
「
吾
君
已
老
矣
。
已
矣
。
吾
若
此
而
入
自
明
則
麗
必
死
。
麗
死
則
吾
君
不
安
。
以
吾
君
不
安
、
吾
不
若
自
死
吾
、
	自
以
安
吾
君
、
以
重
耳
爲
寄
矣
。
刎

而
死
。
」
と
記
す
。
老
齢
の
父
が
驪
姫
を
失
う
こ
と
で
落
胆
す
る
の
を
心
配
し
、
自
殺
に
よ
っ
て
父
の
心
を
安
ん
じ
よ
う
と
し
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
内
容
は
他
書
と
共
通
す
る
が
、
こ
こ
に
は
重
耳
に
後
事
を
委
ね
よ
う
と
し
た
こ
と
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
楊
注
に
は
「
慮
麗

譛
重
耳
。
故
以
託
里
克
保
全
之
。
」
と
し
、
里
克
に
重
耳
を
守
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
注
12
ま
た
献
公
十
六
年
の
記
事
に
も
父
君
に
対
す
る
申
生
の
思
い
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
、
公
が
二
軍
を
作
り
、
公
自
身
は
上
軍
の
大
将
と
な
り
、
太
子
申
生
を
下
軍
の
大
将
に
命
じ
て
霍
征
伐
に
向
か
お
う
と
し
た
。
士
は
、
こ
れ
を
太
子
の
格
下
げ
に
当
る
と
し
て
、
公
に
諫
言
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
士
は
、
そ
の
こ
と
で
公
の
気
持
ち
が
太
子
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
察
知
し
、
敗
戦
勝
利
に
関
係
な
く
罪
を
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
憂
慮
し
て
、
太
子
が
亡
命
す
れ
ば
公
は
自
分
の
思
い
通
り
に
で
き
る
し
、
太
子
は
命
を
失
わ
ず
に
済
み
、
呉
の
太
伯
の
よ
う
な
令
名
（
周
の
太
公
の
長
子
太
伯
の
こ
と
で
あ
る
。
自
分
は
呉
に
身
を
引
い
て
弟
の
季
歴
に
後
継
を
譲
り
、
武
王
は
こ
れ
を
呉
伯
に
封
じ
た
。
『
論
語
』
泰
伯
第
八
に
「
子
曰
、
泰
伯
其
可
謂
至
德
也
已
矣
、
三
以
天
下
讓
、
民
無
得
而
稱
焉
。
」
と
あ
る
。
大
王
が
孫
の
文
王
の
優
秀
さ
を
見
て
、
そ
の
父
に
位
を
譲
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
を
察
し
、
南
方
の
呉
に
亡
命
し
た
。
）
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
亡
命
を
勧
め
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
申
生
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
然
吾
聞
之
、
爲
人
子
、
患
不
從
、
不
患
無
名
。
爲
人
臣
、
患
不
、
不
患
無
祿
。
今
我
不
才
而
得
與
從
、
何
求
焉
。
焉
能
及
呉
太
伯
乎
。」（
し
か
し
な
が
ら
私
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
人
の
子
た
る
者
は
、
親
に
柔
順
で
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
も
、
令
名
の
な
い
こ
と
を
心
配
な
ど
し
な
い
も
の
だ
と
。
ま
た
人
の
家
臣
た
る
者
は
主
君
に
精
勤
し
て
い
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
も
、
主
君
か
ら
の
禄
の
無
い
こ
と
を
心
配
し
た
り
は
し
な
い
も
の
だ
と
。
今
、
自
分
は
不
才
で
は
あ
っ
て
も
務
め
る
こ
と
と
従
う
こ
と
は
や
っ
て
い
る
。
こ
の
外
に
何
を
求
め
よ
う
と
い
う
の
か
。
呉
の
太
伯
に
及
ぶ
こ
と
等
考
え
て
い
な
い
）
と
。
注
13
「
仁
」
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
に
あ
る
「
夫
仁
己
欲
立
而
立
人
。」（
雍
也
第
六
）、
「
子
曰
、
志
士
仁
人
、
無
求
生
以
仁
、

身
以
仁
。
」
（
衛
霊
公
第
十
五
）
、
「
智
」
に
つ
い
て
は
「
子
曰
、
知
樂
水
、
仁
樂
山
、
知
動
、
仁
靜
、
知

樂
、
仁
壽
。
」
（
雍
也
第
六
）
、
ま
た
「
勇
」
に
つ
い
て
は
「
子
曰
、
知
不
惑
、
仁
不
憂
、
勇
不
懼
。」（
子
罕
第
九
）、「
子
曰
、
君
子

三
、
我
無
能
焉
、
仁
不
憂
、
知
不
惑
、
勇
不
懼
、
子
貢
曰
、
夫
子
自
也
。」（
憲
問
第
十
四
）
ま
た
『
中
庸
』
に
は
「
知
仁
勇
三
、
天
下
之
德
也
。」
と
い
う
。
注
14
新
釈
漢
文
大
系
『
國
語
』
大
野
峻
著
の
解
題
参
照
。
注
15
『
國
語
』
は
、
儒
教
倫
理
観
に
覆
わ
れ
た
『
左
傳
』
に
比
べ
て
天
道
や
迷
信
に
つ
い
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て
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
『
左
傳
』
に
も
占
夢
に
関
す
る
話
等
も
少
な
く
な
く
、
必
ず
し
も
儒
教
の
「
子
不
語
怪
力
亂
」
の
世
界
だ
け
を
描
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
注
16
『
莊
子
』
内
斉
物
論
第
二
に
「
毛

麗
人
之
美
也
。」
と
し
て
越
王
の
寵
姫
毛
と
驪
姫
が
美
貌
で
あ
っ
た
と
い
い
、
ま
た
「
麗
之
、
艾
封
人
之
子
也
。
晉
國
之
始
得
之
也
、
涕
泣
沾
襟
。
及
其
至
於
王
、
與
王
同
筐
牀
、
食
芻
豢
、
而
後
悔
其
泣
也
。
」
と
、
麗
の
姫
は
国
境
の
艾
を
守
備
し
て
い
た
人
の
娘
で
あ
っ
た
。
晋
の
献
公
が
こ
の
娘
を
獲
得
し
た
初
め
の
こ
ろ
は
こ
の
娘
は
泣
い
て
襟
を
濡
ら
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
王
（
献
公
の
こ
と
）
の
宮
殿
に
入
り
、
王
と
寝
台
を
共
に
し
、
美
味
を
食
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
初
め
に
泣
い
た
こ
と
を
後
悔
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
記
す
。
女
戎
が
亡
国
の
怨
念
を
抱
き
続
け
る
こ
と
の
困
難
を
語
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
『
列
女
傳
』
嬖
伝
の
楚
考
李
后
に
よ
る
と
、
趙
人
李
園
の
妹
は
最
初
に
春
申
君
の
子
を
懐
妊
し
た
折
に
、
春
申
君
に
対
し
て
「
今
妾
知
身
矣
。
而
人
莫
知
。
妾
之
幸
君
未
久
。
	以
君
之
重
而

妾
於
楚
王
、
楚
王
必
幸
妾
。
妾
賴
天
子
男
、
則
是
君
之
子
爲
王
也
。
楚
國
盡
可
得
」
（
自
分
は
懐
妊
し
た
が
誰
も
知
ら
な
い
。
殿
が
こ
の
私
を
楚
の
考
烈
王
に
捧
げ
れ
ば
、
や
が
て
生
ま
れ
る
子
が
楚
王
と
な
っ
て
、
殿
の
子
が
楚
国
の
総
て
を
入
手
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
と
言
っ
て
計
略
を
提
案
し
て
考
烈
王
に
嫁
ぎ
、
楚
の
滅
亡
を
招
い
た
と
い
う
。
女
は
生
ん
だ
子
を
通
し
て
血
筋
に
よ
っ
て
他
国
を
征
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
注
17
優
施
の
名
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
第
十
九
巻
離
俗
覧
第
七
の
「
原
亂
」
に
は
「
晉
獻
公
立
驪
以
爲
夫
人
以
奚
齊
爲
太
子
里
克
率
國
人
以
攻
之
。
荀
息
立
其
弟
公
子
卓
。
已
葬
。
里
克
又
率
國
人
攻
之
。
於
是
晉
無
君
。
公
子
夷
吾
重
賂
秦
、
以
地
而
求
入
。
（
略
）
故
獻
公
聽
驪

梁
五
優
施
太
子
申
生
而
大
隨
之
五
。
」
ま
た
『
韓
非
子
』「
備
内
第
十
七
」
に
は
「
爲
人
主
而
大
信
其
妻
、
則
姦
臣
得
乘
於
妻
以
其
私
。
故
優
施
傅
麗
、
申
生
而
立
奚
齊
。
夫
以
妻
之
與
子
之
親
、
而
不
可
信
、
則
其
餘
無
可
信
矣
。」
と
記
す
。
注
18
『
國
語
』「
晉
語
」
一
の
一
に
詳
細
で
あ
る
。
献
公
の
父
武
公
が
宗
家
の
都
翼
を
獲
得
し
、
桓
叔
が
曲
沃
に
分
封
さ
れ
て
三
代
六
十
七
年
を
経
て
、
宗
家
を
亡
ぼ
し
て
晋
侯
と
な
っ
た
。
注
19
太
子
申
生
に
政
を
司
ら
せ
れ
ば
よ
く
行
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
続
く
。
「
公
曰
、
不
可
與
政
。
我
以
武
與
威
、
是
以
臨
侯
。
未
歿
而
亡
政
、
不
可
謂
武
、
子
而
弗
、
不
可
謂
威
。
我
授
之
政
、
侯
必
。
能
於
我
、
必
能
我
。
失
政
而
國
、
不
可
也
、
爾
勿
憂
、
吾
將
圖
之
。」（
献
公
が
い
わ
れ
た
。
「
政
を
与
え
て
は
い
け
な
い
。
私
は
武
力
と
威
力
と
で
諸
侯
に
臨
ん
で
き
た
。
未
だ
死
な
な
い
う
ち
に
政
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
は
武
と
は
い
え
な
い
。
子
に
勝
て
な
い
の
で
は
威
力
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
私
が
政
を
太
子
に
授
け
れ
ば
、
諸
侯
は
必
ず
や
私
の
所
に
は
来
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
来
な
く
な
れ
ば
私
を
攻
め
る
で
あ
ろ
う
。
政
を
失
っ
て
国
家
を
損
な
う
の
は
忍
び
な
い
。
お
前
は
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
私
が
な
ん
と
か
し
よ
う
」
と
）
人
望
と
力
を
備
え
た
息
子
に
対
す
る
献
公
の
親
子
を
越
え
た
男
の
虚
栄
心
と
嫉
妬
心
の
錯
綜
が
窺
わ
れ
る
。
注
20
東
山
の
赤
狄
。
現
在
の
山
西
省
の
東
南
、
壺
関
の
東
南
に
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
注
21
こ
の
場
面
は
「
里
克
曰
、
吾
秉
君
以
太
子
、
吾
不
。
復
故
、
吾
不
敢
。
中
立
其
乎
。
優
施
曰
、
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
里
克
の
苦
悩
と
優
施
の
確
信
が
交
錯
す
る
劇
的
な
場
面
と
い
え
る
。
注
22
僖
公
五
年
の
『
公
羊
傳
』
に
は
「
曷
爲
直
稱
晉
侯
以
、
世
子
母
弟
、
直
稱
君
、
甚
之
也
」
と
、
ま
た
『
穀
梁
傳
』
の
伝
文
に
は
「
目
晉
侯

、
惡
晉
侯
也
」
と
す
る
。
と
も
に
晋
侯
を
憎
悪
し
て
の
記
述
で
あ
る
と
す
る
。
注
23
晋
の
大
夫
。
『
國
語
』
巻
十
一
晉
語
五
第
一
章
の
初
め
に
登
場
す
る
冀
欠
の
父
で
あ
る
。
冀
欠
は
「
敬
」
を
重
ん
じ
る
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
注
24
「
冀
曰
、
不
可
後
出
同
走
。
不
於
罪
。
且
夫
偕
出
偕
入
。
聚
居
異
惡
。
不
若
走
梁
。
梁
於
秦
。
秦
吾
君
。
吾
君
老
矣
。
子
往
。
驪
懼
。
必
援
於
秦
。
以
吾
存
也
。
且
必
悔
。
是
吾
也
。
乃
之
梁
。
居
二
年
。
驪

閹
楚
以
環
釋
言
。
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四
年
復
爲
君
。
」
驪
姫
は
秦
の
穆
公
夫
人
が
申
生
の
姉
で
あ
り
、
晋
の
後
継
者
問
題
に
介
入
し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
注
25
宦
官
の
楚
を
梁
に
派
遣
し
て
玉
環
を
贈
っ
た
の
は
、
「
環
」
は
帰
還
の
「
還
」
と
音
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
夷
吾
の
帰
国
を
要
請
す
る
意
味
を
込
め
て
、
事
件
に
対
す
る
遺
憾
を
表
明
し
た
が
、
こ
れ
は
背
後
の
秦
国
の
穆
公
夫
人
へ
の
恭
順
の
意
と
牽
制
を
も
意
味
し
て
い
た
。
注
26
「
昔
君
問
臣
事
君
於
我
、
我
對
以
忠
貞
。
君
曰
、
何
謂
也
。
我
對
曰
、
可
以
利
公
室
、
力

能
、
無
不
爲
、
忠
也
。
葬
死
、
養
生
、
死
人
復
生
不
悔
、
生
人
不
愧
、
貞
也
。
吾
言
往
矣
。
豈
能
欲
行
吾
言
、
而
愛
吾
身
乎
。
雖
死
、
焉
辟
之
。
」
病
床
の
献
公
が
残
す
幼
い
奚
斉
を
心
配
し
て
傅
育
官
の
荀
息
に
ど
の
よ
う
に
仕
え
て
く
れ
る
か
と
訊
ね
た
時
、
荀
息
は
「
忠
貞
」
を
も
っ
て
当
る
と
答
え
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
訊
ね
ら
れ
る
と
、
公
室
の
利
の
た
め
に
な
ら
ば
為
さ
ざ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
の
が
忠
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
君
を
丁
重
に
送
り
、
後
継
の
君
に
仕
え
、
両
方
の
君
か
ら
問
わ
れ
て
恥
じ
な
い
よ
う
誠
心
誠
意
お
仕
え
す
る
の
が
貞
で
あ
る
と
答
え
た
。
『
左
傳
』
に
は
忠
貞
を
「
公
家
之
利
、
知
無
不
爲
。
忠
也
。
往
事
居
。


無
猜
。
貞
也
。」
と
説
く
。
語
彙
は
違
う
が
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
因
み
に
『
論
語
』
で
は
、
例
え
ば
「
曾
子
曰
、
吾
日
三
省
吾
身
、
爲
人
謀
而
不
忠
乎
、
與
	友

而
不
信
乎
。
傳
不
乎
。」（
学
而
第
一
）、「
樊
問
仁
、
子
曰
、
居
處
恭
、
執
事
敬
、
與
人
忠
、
雖
之
夷
狄
、
不
可
棄
也
。」（
子
路
第
十
三
）
こ
れ
ら
の
意
味
は
概
ね
誠
実
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
注
27
先
ず
『
左
傳
』
僖
公
九
年
の
経
文
に
「
甲
子
晉
侯

卒
。
」
と
献
公
の
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
甲
子
は
日
で
あ
り
、
月
で
は
な
い
こ
と
が
魯
国
に
伝
え
ら
れ
た
来
告
日
を
記
し
た
も
の
と
い
う
。
九
月
十
一
日
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
並
ん
で
、「
、
晉
里
奚
克
其
君
之
子
奚
齊
。」
と
、
里
克
の
間
に
奚
の
名
が
見
ら
れ
る
。
誤
記
で
あ
ろ
う
。
伝
文
に
は
「
十
、
里
克
奚
齊
于
次
。」
と
説
く
が
、
こ
こ
に
お
け
る
次
に
つ
い
て
は
杜
注
が
あ
っ
て
、「
次
、
喪
寢
」
と
記
す
。
つ
ま
り
、
遺
体
を
安
置
し
た
部
屋
で
あ
る
。
し
か
も
「
君
之
子
奚
齊
」
と
し
て
お
り
、
即
位
が
未
だ
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
献
公
が
ま
だ
葬
ら
れ
な
い
う
ち
に
里
克
が
奚
斉
を
献
公
の
霊
安
室
で
殺
し
た
こ
と
が
判
る
。
注
28
『
楚
辞
』「
九
章
」
に
「
晉
申
生
之
孝
子
兮
。
信
讒
而
不
好
。
行
直
而
不
豫
兮
。
功
用
而
不
就
。」（
晋
の
申
生
は
孝
子
で
あ
っ
た
が
、
父
は
讒
言
を
信
じ
て
愛
さ
な
か
っ
た
。
行
い
が
剛
直
で
率
直
で
あ
っ
た
た
め
に
、
の
功
業
は
成
就
し
な
か
っ
た
。）
と
す
る
。
愛
さ
れ
な
い
申
生
の
こ
と
を
哀
れ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
注
29
驪
姫
の
大
き
な
企
み
に
つ
い
て
、
『
記
』
に
は
「
二
十
一
年
、
驪
姫
が
太
子
に
、
父
君
が
太
子
の
亡
き
母
の
斉
姜
の
夢
を
見
ら
れ
た
。
太
子
は
速
や
か
に
曲
沃
で
祭
り
、
供
物
の
肉
を
公
に
捧
げ
な
さ
い
と
い
っ
た
」
と
の
み
記
す
。
こ
の
驪
姫
の
太
子
へ
の
伝
え
方
が
次
の
よ
う
に
微
妙
に
違
っ
て
い
る
。『
左
傳
』
に
は
「
與
中
大
夫
謀
。
謂
大
子
曰
」（
中
大
夫
と
謀
を
し
て
太
子
に
言
っ
た
）
と
、『
國
語
』
に
は
「
驪

以
君
命
命
申
生
曰
」（
驪
姫
は
国
君
の
命
令
だ
と
い
っ
て
申
生
に
命
じ
た
）
と
、『
列
女
傳
』
に
は
「
驪
乃
人
以
公
命
太
子
曰
」
（
驪
姫
は
人
に
国
君
の
命
令
だ
と
し
て
太
子
に
告
げ
さ
せ
た
）
と
記
し
て
い
る
。
注
30
こ
こ
『
列
女
傳
』
で
は
「
吾
聞
申
生
爲
人
。
甚
好
仁
而
。
甚
惠
而
慈
於
民
。
今
謂
君
惑
於
我
。
必
亂
國
。
毋
乃
以
國
民
之
故
。
行
於
君
。
君
未
命
而
歿
。
君
奈
何
。
胡
不
我
。
無
以
一
妾
亂
百
姓
。
」
と
記
す
。
吾
身
を
棄
て
て
献
公
を
立
て
る
振
り
を
装
う
驪
姫
の
口
説
の
巧
妙
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
左
傳
』
に
は
こ
の
部
分
は
な
い
。
既
に
第
二
項
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
『
國
語
』
で
は
「
吾
聞
。
申
生
甚
好
仁
而
彊
。
甚
惠
而
慈
於
民
。
皆

行
之
。
今
謂
君
惑
於
我
必
亂
國
。
夫
無
乃
以
國
故
而
行
彊
於
君
。
君
未
命
而
不
没
。
君
其
若
之
何
。
盍
我
。
無
以
一
妾
亂
百
姓
。」
と
す
る
。
内
容
は
概
ね
同
じ
で
あ
る
。
注
31
本
稿
の
第
二
項
、
『
國
語
』
の
驪
姫
像
の
引
用
文
に
お
け
る
、
驪
姫
が
毒
入
り
事
件
後
逃
げ
帰
っ
た
申
生
を
追
っ
て
曲
沃
に
行
き
、
不
孝
者
と
難
詰
す
る
場
面
の
文
言
に
ほ
ぼ
同
じ
。
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注32
『
左
傳
』
で
は
「
縊
于
新
。
」
と
記
し
、
『
國
語
』
で
は
「
申
生
乃
雉
經
於
新
之
。
」
と
、
『
記
』
で
は
「
申
生
自
於
新
。
」
と
記
す
。
ま
た
『
呂
氏
春
秋
』
に
は
「
以
劒
死
。
」
と
、
祖
先
祭
祀
の
風
習
か
ら
考
え
る
と
、
或
い
は
祖
で
自
裁
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
國
語
』
と
『
列
女
傳
』
に
比
べ
て
『
左
傳
』
と
『

記
』
の
記
述
が
簡
潔
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
驪
姫
に
つ
い
て
必
ず
し
も
詳
細
で
な
い
傾
向
が
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
窺
わ
れ
る
。
注
33
「
記
晉
世
家
集
解
引
鞭
驪
於
市
下
是
字
疑
市
之
譌
。」
と
注
が
付
く
。
注
34
『
列
女
傳
』「
嬖
傳
」
に
載
せ
ら
れ
た
人
物
の
終
焉
は
「
流
於
海
。
死
於
南
巣
之
山
」
（
末
喜
）
、
「
斬
妲
己
頭
懸
於
小
白
旗
」
（
妲
己
）
、
「
虜
褒
似
」
（
褒
）
、
「
齊
桓
公
（
略
）
乃
召
哀
姜
酖
而
之
」
（
魯
荘
哀
姜
）
、
「
卒
薨
於
東
宮
」
（
魯
宣
繆
姜
）
、
「

孟
子
」
（
斉
霊
声
姫
）
、
「
自
經
而
死
」
（
斉
東
郭
姜
）
、
「
夫
人
南
子
」
「
大
夫
孔
	之
母
而

公
」（
衛
二
乱
女
）、「
是
時
惠
后
死
久
」（
趙
霊
呉
女
）、「
襲
哀
王
及
太
后
」（
楚
考
李
后
）、「
乃
倡
后
而
滅
其
家
」（
趙
悼
倡
后
）
と
記
す
。
因
み
に
、
衛
宣
公
姜
、
魯
桓
文
姜
、
陳
女
夏
姫
に
つ
い
て
は
そ
の
最
期
に
関
す
る
言
及
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
悪
女
達
の
終
焉
を
見
る
に
、
概
ね
単
に
殺
さ
れ
た
と
記
す
も
の
が
多
い
が
、
い
か
に
も
具
体
的
で
無
残
な
印
象
を
与
え
て
い
る
の
は
、
断
頭
さ
れ
、
旗
に
掛
け
ら
れ
た
殷
の
紂
王
の
愛
妃
妲
己
と
実
家
斉
の
兄
桓
公
に
呼
び
戻
さ
れ
て
酖
毒
を
盛
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
魯
の
荘
公
夫
人
哀
姜
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
驪
姫
の
「
辱
め
ら
れ
、
鞭
打
た
れ
て
死
ぬ
」
と
い
う
最
期
は
い
か
に
も
残
酷
で
あ
る
。
女
性
た
ち
を
震
え
上
が
ら
せ
る
の
に
十
分
な
心
理
的
効
果
を
も
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
作
者
劉
向
の
驪
姫
へ
の
憎
悪
を
想
像
さ
せ
ら
れ
る
。
（
お
ざ
き
や
す
こ
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）
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